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は

じ

め

わ
が
国
で
は
い
ま 、

日
中
平
和
友
好
条
約
交
渉
に
お
け
る 、

い
わ
ゆ
る
「
覇
権
」

問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

「
覇
権
」

と
い
う

特
殊
な
用
語
を
ソ
連
日

「
社
会
帝
函
主
義
」
の
対
外
行
劃
を
描
写
す
る
言
葉
と
し
て
明
白
に
定

義
づ
け
て
い
る
中
国
は、

今
後
も
ひ
き
つ
づ
き

「
覇
権
」

問
題
に
固
執
す
る
で
あ
ろ
う 。

そ
の
理
由
は
第
一
に

、

中
国
に
と
っ

て
「
覇
権
」

条
項
入
り
の
日
中
平
和
友
好
条
約
は、

ソ
連
が
今
日 、

「
協
議
条
項
」

（
ソ
印
聞
の
平

和
友
好
協
力
条
約
八
一

九
七
一
年
〉
の
よ
う

に
一
日一
緩
急
あ
れ
ば
両
締
約
国
が
政
治
と
軍
事
の
面
で
協
議
す
る
旨

の
条
項）

入
り
の
平
和
友
好
約
条
を
ア
ジ
ア
全
域
に
張
り
め
ぐ
ら
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
へ
の
対
抗
的
か
つ
有
効

な
橋
頭
盤
に
な
り
得
る
か
ら
で
あ
ろ
う 。

第
二
に
は、
H

大
東
亜
共
栄
圏
d
時
代
の
日
本
語
に
由
来
す
る
「
覇
権
」

と
い
う

言
葉
の
特
殊
な
来
歴
か
ら
し
て
も 、

わ
が
国
の
今
日
の
国
際
的
位
置
か
ら
し
で
も 、

中
国
と
し
て

は
日
本
と
の
平
和
友
好
条
約
を
是
非
と
も

「
覇
権
」

条
項
入
り
の
条
約
の
先
例
に
し
た
い
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る 。

ま
た 、

つ
ま
り 、

「
覇
権
」

条
項
入
り
の
日
中
平
和
友
好
条
約
は、

あ
る
意
味
で
「
日
中
安
保
条
約」

的
な
性
格
を
帯
び

た
条
約
に
な
る
の
で
あ
り 、

そ
れ
ゆ
え 、

わ
が
国
が
も
し
も
こ
の
問
題
で
の
対
応
を
誤
れ
ば 、

中
ソ
の
深
刻
な
対



立
に
深
〈
コ
ミ
ッ
ト
し
か
ね
な
い 、

わ
が
国
の
当
面
の
外
交
に
と
っ

て
も
き
わ
め
て
刺
激
の
多
い
難
題
な
の
で
あ

る
し
か
も 、

今
日
の
中
国
は、

毛
・

周
以
後
の
時
代
へ
の
歴
史
的
移
行
期
に
あ
り 、

ブ
レ
ジ
ネ
フ
体
制
の
ソ
連
も

ま
た
す
で
に
長
期
の
政
治
的
足
跡
を
刻
ん
で
き
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で 、

わ
れ
わ
れ
は

、

毛
・

周

以
後
の
時
代
の
中
国
や
中
ソ
対
立
の
将
来
に
つ
い
て
の
巨
大
な
不
可
測
性
に
当
面
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

そ
れ
だ
け
に

、

こ
の
よ
う
な
不
可
測
性
の
ヴ
ェ
ー

ル
を
通
し
て
で
き
る
か
ぎ
り
正
確
に
将
来
を
見
通
す
た
め

こ
＋晶、

や
は
り
中
ソ
対
立
の
歴
史
的
航
跡
を
実
証
的
に
跡
づ
け 、

そ
こ
か
ら
問
題
を
解
〈
カ
ギ
を
引
き
出
す
こ
と

が
必
要
で
あ
ろ
う 。

わ
れ
わ
れ
は

、

こ
の
よ
う
な
前
提
に
立
っ

て 、

こ
こ
数
年
来 、

「
中
ソ
対
立
の
背
景
と
真
相
」

を
テ
l

マ
に
研

究
を
進
め
て
き
た
。

そ
し
て 、

こ
の
研
究
の
成
果
と
し
て
す
で
に
報
告
書
を
完
成
し
た
諸
課

題
は
次
の
と
お
り
で
あ
る。

「
I 、

中

ソ
同
盟
の
真
実
と
中
ソ
の
軍
事
・

防
衛
抗
争
」

〈
昭
和
四
十
七
年
三
月〉

、

「
E 、

朝
鮮
戦
争
を
め
ぐ
る
中
ソ
間

の
秘
め
ら
れ
た
対
立
」

（
昭
和
五
十
年
一

月）
、

「
町 、

国
境
紛
争
か
ら
中
ソ
会
談
へ
の
進
展
と
中
国
政
治
の
変

,,..,, 
-a-
L 

（
昭
和
四
十
九
年
三
月） 、

「
v 、

台
湾
の
将
来
と
中
ソ
関
係
」

（
昭
和
四
十
九
年
一

月）
。



本
報
告
は 、

当
初
の
研
究
計
画
の
な
か
で
残
さ
れ
た
最
後
の
課
題
で
あ
る
「
E 、

東
北
区
（
旧
満
州）

を
め
ぐ

る
中
ソ
間
の
角
逐

｜

高
崩
事
件
と
の
関
連

l
」
に
つ
い
て
の
研
究
報
告
で
あ
り 、

今
回
の
報
告
を
も
っ

て 、

こ
の
研
究
計
画
は
一
応
の
完
成
を
見
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で 、

建
国
後
最
初
の
党
内
闘
争
と
し
て
の
高
崩
事
件
と
そ
の
舞
台
と
し
て
の
東
北
（
旧
満
州〉

を
「
中

ソ
対
立
の
背
景
と
真
相
」

の
な
か
に
組
み
込
ん
で
再
検
討
し
よ
う
と
す
る
試
み
は

、

き
わ
め
て
刺
激
的
な
作
業
で

あ
る
と
同
時
に

、

第
一

次
資
料
に
欠
け
る
た
め
大
胆
な
仮
説
と
論
理
的
な
整
合
性
を
必
要
と
す
る
困
難
な
作
業
で

あ
っ

た
が 、

幸
い
に
し
て

、

最
近
公
表
さ
れ
た
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
回
想
録
や
毛
沢
東
の
未
公
式
談
話
な
ど
は
本
研
究

に
と
っ

て
も
き
わ
め
て
有
意
味
な
も
の
で
あ
っ

た
。

わ
れ
わ
れ
の
研
究
の
結
論
と
し
て
い
え
る
こ
と
は、

高
嗣
事
件
は、

た
ん
に
東
北
を
「
独
立
王
国
」

化
し
よ
う

と
し
た
中
央
と
地
方
の
権
力
的
角
逐
で
あ
っ

た
ば
か
り
か 、

中
ソ
対
立
の
歴
史
的
土
壌
と
し
て
の
東
北
を
舞
台
と

し
た
ス
タ
ー
リ
ン
と
毛
沢
東
な
い
し
は
中
国
共
産
党
中
央
と
の
抗
争
の
一
環
に
位
置
す
べ
き 、

き
わ
め
て
重
大
な

国
際
的
背
景
を
も
っ

た
事
件
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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一
、

高
山
間

事

件

の

今

日

的

意

味

一

九
五
五
年
三
月
三
十
一

日
に
中
国
共
産
党
全
国
代
表
者
会
議
を
通
過
し
た
「
高
崩
・

銑
激
石
の
反
党
同
盟
に

か
ん
す
る
決
議
」

（
『
人
民
日
報
』
一

九
五
五
年
四
月
五
日）

は 、

高
閥 、

鏡
激
石
ら
の
党
首
脳
が
党
中
央
に
反

逆
し 、

東
北
地
区
を
「
独
立
王
国
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
」

そ
の
罪
状
を
激
し
〈
あ
ば
き
た
て
た

。

「
彼
ら
は 、

当
面
の
階
級
闘
争
の
特
殊
な
環
境
の
な
か
で 、

党
内
に
生
ま
れ
た 、

党
と
国
家
の
指
導
権
の
纂
奪
を
企
図
す
る 、

ま
っ

た
〈

無
原
則
的
な
陰
謀
集
団
で
あ
る
」

と
非
難
し
て

、

い
わ
ゆ
る
高
崩
事
件
（
正
し
く
は
高
嗣
・

鏡
激
石
事

件
と
い
う

べ
き
で
あ
る
が 、

こ
こ
で
は
以
下 、

高
崩
事
件
と
略
述
す
る
）

の
深
刻
な
内
面
を
暗
示
し
た
の
で
あ
る
。

同
時
に

、

中
央
人
民
政
府
副
主
席
と
し
て 、

中
国
共
産
党
最
高
指
導
層
の
一

翼
を
担
っ

て
い
た
高
闘
の
「
自
殺
」

と
い
う

衝
撃
的
な
H

事
実
｛
が
「
高
闘
は
党
に
た
い
し
て
頭
を
下
げ
罪
を
認
め
な
か
っ

た
ば
か
り
か 、

か
え
っ

て

自
殺
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
党
に
た
い
す
る
最
後
の
反
逆
の
意
志
を
表
示
し
た
」

と
い
う

表
現
で
公
表
さ
れ 、

内
外

に
波
紋
を
投
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
高
崩
事
件
は 、

建
国
後
の
中
国
に
お
け
る
最
初
の
党
内
闘
争
な
い
し

は
中
共
党
史
上
最
初
に
表
出
し
た
粛
清
事
件
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
き
た
が 、

も
と
よ
り 、

事
件
の
全
容
は
ヴ
ェ
i



ル
に
包
ま
れ
た
ま
ま
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

だ
が 、

中
ソ
対
立
の
隠
さ
れ
た
歴
史
的
航
跡
が 、

わ
れ
わ
れ
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ

て
も
明
ら
か
に

な
り 、

中
ソ
対
立
の
真
実
に
迫
る
多
〈
の
状
況
証
拠
ゃ
い
〈
つ
か
の
未
公
開
資
料
が
出
現
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、

ヴ
ェ
ー

ル
は
徐
々
に
は
が
れ
は
じ
め
て
き
た 。

す
な
わ
ち 、

高
崩
事
件
は 、

そ
れ
が
東
北
を
舞
台
と
し
て
い
た
こ

と、

し
か
も
毛
沢
東
の
言
葉
に
よ
っ

て
も 、

当
時
の
東
北
は 、

新一
温
と
と
も
に

、

ソ
連
の
も
と
で
の
「
二
つ
の

H
植
民
地
。
」

一

九
六

（
毛
沢
東
「
成
都
会
議
で
の
講
話
」

〈
一

九
五
八
年
三
月
〉 、

『
毛
沢
東
思
想
高
歳
』

、

九
年
八
月）

で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
し
て 、

党
中
央
と
は
独
自
に
ス
タ
ー
リ
ン
と
交
渉
を
も
っ

て
い
た
高
樹
と
ス
タ

ー
リ
ン
な
い
し
は
ソ
連
と
の
特
殊
な
関
係
が
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
は
い
た
の
で
あ
る
が 、

最
近
に
い
た
っ

て 、

高
崩
事
件
の
背
景
を
成
し
た
中
ソ
関
係
と
こ
の
事
件
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
材
料
が
出
は
じ
め、

こ
う
し
て
高
樹

事
件
は 、

中
ソ
対
立
の
現
況
か
ら
し
て
も 、

き
わ
め
て
今
日
的
な
意
味
を
帯
び
て
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。そ

し
て

、

こ
れ
ま
で
の
わ
れ
わ
れ
の
研
究
（
「
朝
鮮
戦
争
を
め
ぐ
る
中
ソ
聞
の
秘
め
ら
れ
た

ま
ず
第
一
に
は 、

対
立
」

、

第
一
部
「
中
ソ
対
立
の
歴
史
的
背
景
」

、

参
照）

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、

モ
ン
ゴ
ル

、

東
北
が 、

新
彊
な
ど
と
と
も
に

、

中
ソ
の
利
害
対
立
の
磁
場
で
あ
り 、

勢
力
角
逐
の
舞
台
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
し
て 、

東
北

- 2-



と
い
う
そ
の
舞
台
を
「
独
立
王
国
」

化
し
よ
う
と
し
た
高
崩
事
件
も 、

背
景
と
し
て
の
対
立
抗
争
と
い
う
当
時
の

国
際
環
境
と
無
関
係
で
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う

問
題
が
設
定
で
き
る
。

第
二
に
は 、

今
日
の
中
国
で
は
周
知
の
と
お
り 、

高
閥 、

鏡
激
石
ら
を
反
党
・

反
革
命
分
子
と
し
て
激
し
く

糾

と
〈
に
最
近 、

彼
ら
を
「
国
際
主
義
者
」

と
し
て
高
く

ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
で
は 、

弾
し
て
い
る
が 、

評
価
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
も 、

高
崩
事
件
の
今
日
的
な
意
味
が
あ
ろ
う 。

第
三
に
は 、

最
近
の
毛
沢
東
未
公
開
資
料
や
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
の
回
想
録
に
よ
っ

て 、

数
多
〈
の
状
況
証
拠
に
新

た
な
照
明
が
与
え
ら
れ 、

事
件
の
背
景
と
輪
郭
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
毛
沢
東
は 、
「
ス五

も＝

- 3 -

タ
l
リ
ン
は
高
樹
を
大
変
ほ
め
あ
げ
て 、

わ
ざ
わ
ざ
車
を
一

台
贈
っ

た
し 、

高
闘
は
毎
年
か
か
さ
ず
『
八

に
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
祝
賀
電
報
を
打
っ

た
も
の
だ
」

な
ど
と
語
っ

て
お
り
（
前
掲 、

「
成
都
会
議
で
の
講
話
」
）

、

フ
ル
シ
チ
ョ

フ
は 、

「
中
国
共
産
党
内
の
雰
囲
気
に
関
す
る
情
報
の
多
〈
は 、

高
儲
か
ら
わ
れ
わ
れ
に
も
た
ら
さ

れ
た

。

当
時
彼
は
中
共
政
治
局
の
代
表
者
で
あ
る
と
同
時
に

、

満
州
の
代
表
者
で
あ
っ

た
が 、

満
州
で
彼
は
わ
が

代
表
た
ち
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ

た
」

と
回
想
し
て
い
る

（
ス
ト
ロ
ー

ブ
・

タ
ル
ポ
ッ
ト

編
『
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
最

後
の
遺
言
』
）

。

と
こ
ろ
で 、

右
の
よ
う
な
背
景
を
も
っ
高
崩
事
件
に
つ
い
て
の
今
日
の
国
際
的
評
価
に
つ
い
て
こ
こ
で
ふ
れ
て



お
こ
う 。

い
う
ま
で
も
な
く 、
中
国
共
産
党
は、
先
の
「
高
崩・
鏡
激
石
の
反
党
同
盟
に
か
ん
す
る
決
議」
以
来 、
一
貫

し
て
高
樹 、
鏡
激
石
ら
を
激
し
く

非
難
し
て
お
り 、
こ
の
事
件
を
建
国
後
最
初
の
「
階
級
闘
争」

、
「
第一
回
目

の
大
闘
争」
だ
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る。
高
崩
事
件
の
処
理
に
主
役
を
演
じ
た
郡
小
平
は、
一
九
四
五
年
の
中

国
共
産
党
七
全
大
会
以
来
十一
年
ぶ
り
に
聞
か
れ
た一
九
五
六
年
九
月
の
中
国
共
産
党
八
全
大
会
の
「
党
規
約
改

正
に
つ
い
て
の
報
告」
で 、
「
第
七
回
大
会
か
ら
第
八
回
大
会
ま
で
の
あ
い
だ
の、
も
っ
と
も
重
大
な
党
内
闘
争

は
高
嗣・
鏡
激
石
の
反
党
同
盟
に
た
い
す
る
闘
争
で
し
た」
（
『
中
国
共
産
党
第
八
回
全
国
代
表
大
会
文
献
集
』

第一
巻〉
と
述
べ
て
い
た
が 、
や
が
て 、
一
九
五
九
年
に
彰
徳
懐
ら
が
失
脚
す
る
と 、
彰
徳
懐
事
件
と
高
崩
事
件

と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ 、
次
い
で
文
化
大
革
命
以
降
は、
高
崩 、
彰
徳
懐 、
劉
少
奇
ら
が一
線
で
結
ぼ
れ
る
に
い

た
っ

た
の
で
あ
る。

一
九
五
九
年
八
月
十
六
日
付
の
中
国
共
産
党
第
八
期
八
中
全
会
「
彰
徳
懐
を
頭
と
す
る
反
党
集
団
に
か
ん
す
る

決
議
（
摘
要）
己
に
よ
る
と 、

彰
徳
懐 、
黄
克
誠 、
張
関
天 、
周
小
舟
ら
い
わ
ゆ
る
彰
徳
懐
グ
ル
ー

プ
の
活
動
は、

「
高
崩・
鏡
激
石
反
党
同
盟
事
件
の
延
長
で
あ
り 、
発
展
で
あ
る。
現
在
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と 、
彰
徳
懐
と
黄
克
誠
は
は
や
く

か
ら
高
崩
と
反
党
同
盟
を
結
び 、
し
か
も 、
こ
の
同
盟
の
重
要
な
メ
ン
バ
ー
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で
あ
っ

た
。

張
関
天
も
高
闘
の
セ
ク
ト

活
動
に
参
加
し
て
い
た
」

（
『
人
民
日
報
』
一

九
六
七
年
八
月
十
六
日）

骨
骨

と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

＋時

こ

の

決
議
の

「
摘
要
」

日

抜
奉
が

公

表
さ
れ

た

の
は

、

決

議
か

ら
八

年
後
の

文

化
大

革
命

高
島

期
で

あ
る
一

九
六

＋＋ 
* 

七

年
八

月
十
六
日
で

あ
っ

た
。

彰
徳
懐
ら
と

高
岡
ら
と
の

結

合
が

具
体
的
に
ど
の
よ

う

な
も
の
で

あ
っ

た

の
か

は
、

必

ず
し

も

明

白
で

な
い

が
、

文

化
大

革
命
期
に

あ
ら
わ
れ
た

紅

衛
兵

資
料
に

よ
る

と
、

「
抗
米
援
朝
の

勝

利

後
、

裏
切

り

者
の
彰

は
、

『

抗
米
援

朝
の

功

績
は
二

人
の

あ
ば

た
に

帰
せ

ら
れ
る
』

、

半

分
は

高

あ
ば
た
（

高
簡
）

、

半
分
は

後

動
の

洪

あ
ば
た
（

洪

学

智
）

だ

な
ど

と
デ
タ

ラ
メ
を
い
っ

た

〈

洪

学
智
は
彰

徳

懐

事
件
に

連

坐
し
て

失
脚

し
た

人

民
解
放

軍

総
後
動
部
部
長

一

九
五
一

年
、

裏
切
り

者
の

彰
は

、

語

総
参
謀
部
長
と

総
参
謀

で

中
共

中
央
委
員

候
補
で

あ
っ

た

i

引

用

者
〉

。

部
の
工

作
に

非

常
に

不
満
で

、

彼
は

中
央
と

主

席
が

高
簡
を

総

参

謀
部
で

工

作
さ
せ
る

よ
う

人
づ

て
に

要
求
し
た
」

（

清
華
大

学
井
岡
山
兵
団
『

打

倒
大

陰

謀
家

、

大
野
心

家
、

大

軍
閥
彰
徳
懐
八

彰
徳
懐

材
料

嚢
編
〉
』

〈
一

九
六

七

年

十
一

月
〉

、

丁
望

主
編
『

中
共
文
化
大
革
命

資
料
葉
編
』

第
三

巻
〈

彰

徳
懐
問
題

専

輯
〉
）

と
い

わ
れ

て
い
る
。

や
が
て 、

文
化
大
革
命
が
高
揚
し
よ
う
と
す
る
直
前
に
迎
え
た
中
国
共
産
党
創
立
四
十
五
周
年
記
念
の
『
人
民

日
報
』
社
説
「
毛
沢
東
思
想
万
歳
」

「
建
国
後
十
六
年
来 、

毛
沢
東
同
志
を
は
じ
め
と
す
る
党
中
央
の
マ
ル

は

ク
ス
・
レ
l

ニ
ン
主
義
的
指
導
部
は、

反
党
修
正
主
義
グ
ル
ー

プ
と
三
回
に
わ
た
る
大
き
な
闘
争
を
す
す
め
て
き

た
。

第
一
回
目
の
大
き
な
闘
争
は、

鏡
激
石
の
反
党
同
盟
と
の
闘
争
で
あ
る 。

高
岡、

毛
沢
東
同
志
を
は
じ
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め
と
す
る
党
中
央
は、
こ
れ
ら
の
反
革
命
分
子
と
断
固
と
し
た
闘
争
を
す
す
め
た 。
一
九
五
四
年
の
党
の
七
期
四

中
全
会
と一
九
五
五
年
の
党
の
代
表
者
会
議
で 、
こ
の
反
党
同
盟
は
徹
底
的
に
暴
露
さ
れ 、
粉
砕
さ
れ
た」（『
人

民
日
報
』
一
九
六
六
年
七
月一
日）
と
述
べ
た。

一
九
六
九
年
四
月
の
中
国
共
産
党
九
全
大
会
で
は、
政
治
報
告
を
お
こ
な
っ

た
林
彪
が 、
「
中
国
共
産
党
の
歴

史
は、
ほ
か
で
も
な
J＼

毛
主
席
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
l

ニ
ン
主
義
路
線
と、
党
内
の
右
翼
と
『
左
』
翼
の
日
和
見

主
義
路
線
と
の
闘
争
の
歴
史
で
あ
る。
毛
主
席
の
指
導
の
も
と
に 、
わ
が
党
は、
陳
独
秀
の
右
翼
日
和
見
主
義
路

線
に
う
ち
か
ち 、
塵
秋
白 、
李
立
三
の
『
左
』
翼
日
和
見
主
義
路
線
に
う
ち
か
ち 、
王
明
の、
初
め
は
『
左
』
翼 、

- 6 -

後
は
右
翼
の
日
和
見
主
義
路
線
に
う
ち
か
ち 、
張
国
議
の、
赤
軍
を
分
裂
さ
せ
る
路
線
に
う
ち
か
ち 、
彰
徳
懐 、

高
閥 、
鏡
激
石
ら
の
右
翼
日
和
見
主
義
の
反
党
同
盟
に
う
ち
か
ち 、
き
ら
に 、
長
期
に
わ
た
る
闘
争
を
経
て 、
劉

少
奇
の
反
革
命
修
正
主
義
路
線
を
粉
砕
し
た」
（一
九
六
九
年
四
月一
日）
と
強
調
し
た。

次
い
で一
九
七一
年
七
月
の
中
国
共
産
党
創
立
五
十
周
年
記
念
に
は、
『
人
民
日
報
』
・

『
紅
旗
』
・

『
解
放

軍
報』
三
誌
紙
共
同
社
説
「
中
国
共
産
党
五
十
周
年
を
記
念
す
る」
が 、
半
世
紀
の
党
内
闘
争
史
を
顧
み
な
が
ら 、

毛・
林
体
制
を
た
た
え
つ
つ 、
「
社
会
主
義
革
命
は、
資
本
主
義
を
葬
る
闘
争
で
あ
り 、
全
国
の
勤
労
人
民
か
ら

歓
呼
さ
れ
た
が 、
劉
少
奇一
味
の
狂
気
じ
み
た
破
壊
を
も

受
げ
た。
彰
徳
懐 、
高
閥 、
鏡
激
石
ら
は
反
党
連
盟
を



結
ん
で 、
中
央
を
分
裂
さ
せ 、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
独
裁
を
〈
つ
が
え
そ
う
と
し
た」
（
『
人
民
日
報
』
一
九
七

一
年
七
月一
日）
と
し
て 、
劉
少
奇
と
の
関
連
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
な
経
緯
の
の
ち
に
林
彪
異
変
が
生
じ
た
の
で
あ
る
が 、
林
彪
を
断
罪
し
た一
九
七
三
年
八
月
の
中
国

共
産
党
十
全
大
会
で
は、
政
治
報
告
を
お
こ
な
っ

た
周
恩
来
が 、
「
林
彪
反
党
集
団」
を
激
し
く

非
難
し
つ
つ 、

「
党
内
の
二
つ
の
路
線
の
闘
争
は
長
期
に
わ
た
っ

て
存
在
し、

二
十
回 、
三
十
回
と
起
こ

こ
れ
か
ら
先
も
十
回 、

る
で
あ
ろ
う
し、
林
彪
の
よ
う

な
人
物
が
あ
ら
わ
れ 、
王
明 、
劉
少
奇 、
彰
徳
懐 、
高
樹
の
よ
う
な
人
物
が
あ
ら

わ
れ
る
で
あ
ろ
う」

（一
九
七
三
年
八
月
二
十
四
日）
と
語っ
た
の
で
あ
っ

た 。

以
上
の
よ
う

に 、
き
わ
め
て
印
象
深
い
曲
折
を
経
な
が
ら
も 、
中
国
共
産
党
に
お
い
て 、
高
崩
事
件
は一
貫
し

て
激
し
く

糾
弾
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ

た 。

一
方 、
こ
の
よ
う

な
中
国
内
部
で
の
評
価
に
た
い
し
て 、
ソ
連
の
側
は、
中
ソ
対
立
の
激
化
と
と
も
に
高
崩
事

件
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
言
及
し
は
じ
め 、
む
し
ろ
高
闘
の
立
場
を
大
胆
に
擁
護
し
て
い
る 。

た
と
え
ば 、

『
週
刊
中
国
事
情
研
究
』

V
－

グ
ル
l

ニ
ン
は、
「
高
崩・
鏡
激
石
事
件
の
真
相」
（
邦
訳 、

九
七
四
年
三
月
十
八
日
号）
の
な
か
で 、
「
こ
の
事
件
は、
毛
沢
東
派
が
党
内
の
健
全
な
国
際
主
義
勢
力
に
攻
撃

を
加
え
た
最
初
の
大
規
模
な
政
治
行
動
で
あ
っ

た」
と
述
べ 、
高
闘
そ
の
人
に
つ
い
て
も 、

「
高
闘
は
東
北
で
献
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身
的
に
活
劃
し
て
い
た
ソ
連
の
政
治 、
経
済 、
軍
事 、
技
術
の
専
門
家
た
ち
と
密
接
に
協
力
し
た。
高
樹
は
高
い

地
位
を
保
持
し
つ
つ 、
科
学
的
社
会
主
義
建
設
の
た
め 、
中
ソ
友
好
関
係
の
強
化
の
た
め
の
積
極
的
活
動
に
直
接

参
加
し
た」
と
追
想
し
て 、
先
の
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
の
回
想
を
裏
付
け
る
と
と
も
に 、
こ
う
し
て
高
闘
を
讃
え
て 、

中
ソ
関
係
史
の
な
か
で
の
高
崩
の
位
置
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る。

中
共
中
央
か
ら
は
反
党
分
子
と
し
て
激
し
〈

非
難
さ
れ
る
高
崩
を
「
国
際
主
義
者」
だ
と

評
価
す
る
見
方
は、

モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
か
ら
も
提
起
さ
れ
て
い
る。
内
モ
ン
ゴ
ル
を
中
国
が
自
己
の
版
図
に
加
え
て
支
配
し
て
い

る
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は 、
高
崩
が
か
つ
て一
九
四
八
年
八
月
三
日
に
内
モ
ン
ゴ
ル
の
党
活
動
に
か
ん
し
て
お

こ
な
っ

た
演
説
「
内
モ
ン
ゴ
ル
幹
部
会
議
で
の
講
話」
（
『
人
民
日
報
』
一
九
四
八
年
八
月
三
目 、

＝弓

東
北
日
報
島＝

-8-

一
九
四
八
年
十二
月
十二
日）
に
言
及
し 、
高
闘
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
の
単一
の
自
治
政
府
の
形
成」
に
ふ
れ 、
中
国

共
産
党
主
導
型
の
内
モ
ン
ゴ
ル
統
治
に
反
対
し
た
こ
と
を
高
〈

評
価
し、
こ
う
し
た
高
闘
の
姿
勢
に
も
か
か
わ
ら

「
し
ば
ら
く

す
る
と 、
中
国
共
産
党
内
で
支
配
的
地
位
を
占
め
る
に
い
た
っ

た
毛
沢
東
ら
の
小
ブ
ル
ジ
ョ

ア

vT

 

的
民
族
主
義
派」
が
「
真
の
国
際
主
義
者」
と
し
て
の
高
嗣
を
打
倒
し
た
と
み
な
し
て
い
る
（
D
・

パ
ザ
ル
ガ
リ

ずド
「
大
漢
的
排
外
主
義
と
内
蒙
古
の
運
命」

、
邦
訳 、
『
極
東
の
諸
問
題
』
第
三
巻
第
二
号）

。



* 

一

九
四
八

年
八

月
の

H

高
岡
式

の

国

際
主

義
H

の

演
説
と
し

て

注
目

「
内
モ
ン
ゴ

ル

幹
部

会
議
で
の

講
話
」

は

さ
れ

た
。

当
時

、

ス

タ

ー

リ
ン

と
コ

ミ
シ

フ
ォ

ル
ム

が
ユ

l
ゴ

ス
一
フ

グ
ィ

ア
の

ふノ
ト
ー

を

民
族
主

義

者
と
し
て

激
し

く

批

判
し

て
い

た

が
、

そ
の

批

判
は
ま
た

毛

沢
東
に

も

向
け
ら
れ
る
べ

き
性

質
の

も
の

で

あ
っ

た

だ

け
に

、

内
モ
ン

ゴ

ル

を
ソ

連
の

影
響
下
に

中
国
か

ら
離
脱
さ
せ

て

外
モ
シ
ゴ

ル

と
一

様
の

道
を

歩
む
こ

と
を

示

唆
し
た

H

高
闘
式
の

国

際
主

義
H

の

立

場
が

注
目
さ
れ

、

有
名

な
小
冊
子
『

国

際
主

義
と

民
族
主

義
』

の

な
か
に

加
え

ら
れ

て
、

中
国
共

産
党

員
の

必
読
文

件
の
一

つ

に

な
っ

た
、

と

す
る

見

方
が

あ
る
（

田
宣

『

中
共

高
、

鏡
事
件

面
面

観
』

〈
一

九
五

五

年
、

香
港
〉

、

所

収
）

。

「
高

、

鏡

反
黛

聯
盟

始

末
」

、

史

家

麟
編

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
な
様
々
な
評
価
の
な
か
に 、
か
え
っ

て
高
崩
事
件
の
今
日
的
な
意
味
が
浮
き

彫
り
さ
れ

て
い
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う

か。

一
一
、

「
反

党

同
盟
」

の

摘
発
と

そ
の

形

成

高
崩
事
件 、が
摘
発
さ
れ
た
の
は、
公
式
に
は一
九
五
四
年
二
月
の
中
国
共
産
党
七
期
四
十
全
会
前
後
だ
と
さ
れ

て
い
る
（
前
掲 、
「
高
崩・
鋭
激
石
の
反
党
同
盟
に
か
ん
す
る
決
議）

。
七
期
四
十
全
会
は、
五
四
年
二
月
六
日
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か
ら
十
日
ま
で
北
京
で
開
催
さ
れ
た
が 、
こ
の
中
央
委
員
会
総
会
は、
「
党
の
団
結
の
問
題」
を
主
要
な
議
題
と

し

「
党
中
央
政
治
局
と
毛
沢
東
同
志
の
委
託
を
受
げ
て」
劉
少
奇
が
中
央
政
治
局
の
報
告
を
お
こ
な
い 、
全
会

一
致
で
「
党
の
団
結
強
化
に
か
ん
す
る
決
議」
を
採
択
し
た
の
で
あ
っ

た。
同
決
議
は
「
党
内
の一
部
の
幹
部
は、

・・・
甚
だ
し
き
は、
自
己
の
所
管
の
地
域
や
部
署
を
個
人
の
資
産
な
い
し
は
独
立
王
国
と
み
な
し
て
い
る」
と
指

摘
し、
さ
ら
に 、
「
故
意
に
党
の
団
結
を
破
壊
し
て
党
と

対
抗
し、
頑
固
に
誤
り
を
改
め
ず 、
甚
だ
し
き
は
党
内

で
セ
ク
ト

活
動 、
分
裂
活
動
そ
の
他
の
危
害
活
動
を
お
こ
な
う
そ
れ
ら
の
分
子
に
た
い
し
て
は、
党
は
必
ず
無
情

な
闘
争
を
お
こ
な
い 、
厳
格
な
制
裁 、
場
合
に
よ
っ

て
は
必
要
な
時
期
に
彼
ら
を
党
か
ら
駆
逐
す
る
で
あ
ろ
う」

（
『
人
民
日
報
』
一
九
五
四
年
二
月
十
八
日
の
「
四
中
全
会
公
報」
）
と
述
べ
て 、
事
態
の
深
刻
な
側
面
を
暗
示
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し
た
の
で
あ
る。

毛
沢
東
が
五
三
年
十
二
月
二
十
四
日
の
党
中
央
政
治
局
会
議
で
お
こ

「
党
の
団
結
強
化
に
か
ん
す
る
決
議」
の
た
め
の
建
議
に
基
づ
〈
も
の
と
さ
れ
て
お
り 、
従
っ
て 、
高

こ
の
決
議
は
も
と
も
と 、

な
っ

た 、

閥 、
鏡
激
石
ら
が
行
動
の
自
由
を
失
い 、
職
務
を
停
止
さ
れ
る
な
ど

実
際
上
の
摘
発
を
受
け
た
の
は一
九
五
四
年

初
顕
で
あっ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
高
樹
の
公
式
な
場
面
へ
の
最
後
の
登
場
は
五
四
年一
月
二
十
日
に
北
京
の

懐
仁
堂
で
お
こ
な
わ
れ
た
レ
l

ニ
ン
逝
去
三
十
周
年
記
念
大
会
で
あ
っ

た。
な
お 、
こ
れ
ら
四
中
全
会
と
そ
の
前

後
の
状
況
に
つ
い
て
詳
し
〈
は、
許
冠
三
「
『
高
鏡
反
黛
聯
盟
』
原
委
〈
下
〉」

、
『
明
報
月
刊
』
〈
香
港
〉



九
六
六
年
二
月
号 、
参
照〉

。

一
九
五
四
年一
月
下
旬
か
ら
二
月
初
句
の
時
期
に
高
樹
ら
は
摘
発
さ
れ 、

つ
ま
り 。

事
件
は
第
二
段
階
の
粛
清
の
過
程
へ
と

進
ん
で
い
っ

た
と
思
わ
れ 、
四
中
全
会
の
決
議
を
経
て
翌
五
五
年
三
月
三

十一
日
に
党
全
国
代
表
会
議
で
部
小
平
の
主
導
下
に
「
高
嗣・
鏡
激
石
の
反
党
同
盟
に
か
ん
す
る
決
議」
が
採
決

さ
れ
て
高
闘
の

を
含
む
こ
の
事
件
の
処
理
が
公
表
さ
れ
る
ま
で 、
約一
年
間
の
審
理
と
猶
余
の
期
間

「
自
殺」

を
お
き 、
党
内
の
劃
揺
を
防
ぎ
つ
つ 、
こ
の
事
件
は
終
結
し
た
の
で
あ
っ

た。

と
こ
ろ
で 、
劉
少
奇
が
主
導
し
た
四
中
全
会
に
毛
沢
東
は
欠
席
し
て
い
る。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
の
分
析
を

含
め
て 、
ソ
連
側
の
見
方
に
は、
や
は
り
注
目
に
値
す
る
も
の
が
あ
る。

こ
う

述
べ
て
い

v
・

グ
ル
l

ニ
ン
は、

る

「一
九
五
四
年
二
月
の
四
中
全
会
は、
毛
の
指
示
に
よ
っ

て
作
製
さ
れ
た
劉
少
奇
報
告
を
も
と
に
し
て 、
高

樹
と
鏡
激
石
は
『
敵
の
手
先
』
と
な
っ

て
党
内
に
『
分
裂
と

分
派
活
蹴
を
も
た
ら
し
多
〈
の
分
派
集
団
を
つ
〈
り

だ
そ
う
と

試
み
た
』
と
断
罪
さ
れ
た。
ま
も
な
〈
こ
の
敵
は
ソ
連
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た。
毛一
派

持

は
高
崩
を
『
ソ
ビ
エ
ト

の
手
先
』
と

呼
び 、
彼
が
党
の
『
分
裂
』
を
策
し
た
と
非
難
し
た。

× 

× 

× 

四
中
全
会
で
は
毛
は
手
を
出
さ
ず
高
闘
の
処
理
は
劉
少
奇
に
委
ね
る
態
度
を
と
っ

た。
だ
が
劉
少
奇
は
毛
沢
東

が
望
ん
だ
よ
う
な
手
荒
な
処
置
を
と
ら
ず 、
四
中
全
会
は
た
ん
に
『
厳
重
笹
告
』
を
発
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ

た 。
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一
九
五
五
年
の
中
共
全
国
代
表
会
議
で
は、
『
高
崩
事
件』
は
中
央
委
書
記
の
郡
小
平
に
委
ね
ら
れ
た。
彼
は

そ
の
任
務
を
十
分
に
果
た
し
た 。
高
闘
に
政
治
的
死
刑
を
言
い
渡
し
た
の
も
彼
で
あ
っ

た 。
こ
の
こ
と
は
郵
の
そ

の
後
の
政
治
経
歴
に
重
要
な
役
割
り
を
謀
し
た 。
や
が
て
彼
は
中
央
委
政
治
局
員
に
互
選
さ
れ 、
そ
の
後一
年
少

し
で
中
央
委
総
書
記
に
昇
進
し
た。
『
高
崩
事
件』
で
果
た
し
た
彼
の
功
績
が
『
文
化
大
革
命
』
後
の
免
罪
に
も

大
き
く
も
の
を
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る」
（
前
掲 、
「
高
樹・
銭
激
石
事
件
の
真
相」
）

。

＋モ

フ
ル
ν

チ
ヨ

フ
は

そ
の

回
想
録
で

、

北
京
で
の

あ
る
パ

ー
テ
ィ

ー
の
こ

と
を
こ

う

述
べ

て
い

る
。

「
そ
こ

に

出

席

し

て
い

た

多

数
の

若

者
た
ち
は

酒
に

酔
。

て
、

わ
が

代

表
た
ち

に

向
か
っ

て
『

君
た

ち
の

飼
い

犬
高
岡
』

と

怒
り
の
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言
葉
を

吐

き
は
じ
め
た

。

こ

の
と

き
高
闘
は
ま
だ

中
共
の

政
治

局
の
一

員
で

あ
っ

た

が
、

す
で
に

危
険
な

状
態
に

あ

っ

た
」

（

前
掲

、

『

フ
ル
レ

ヰノ
ヨ

フ

最
後
の

遺一
言
』
〉

。

な
お

、

『

フ
ル
ν

ィア
ヨ

フ

最
後
の

遺

言
』

は
ソ

連
で
は

解

禁
さ
れ

て
い

な
い

も
の
で

あ
る
の
に

、

こ

の
よ
う
に
ソ

連
側
の

今
日
の

見
解
と
一

致
し

て
い

る
こ

と
は

、

た

と

え
こ

の

回
想
録
に
フ
ル
ν

テ
ヨ

フ
の

記
憶
の

誤
ま

り
な
ど
か

ら
く
る

部
分

的
な

組
踊
が

あ
っ

た
に
せ

よ
、

逆
に
こ

の

回

想

録
の

信
愚
性
と
リ
ア
リ
テ
ィ

ー
を

著
し
く

高
め

、

同

時
に
史

料
的
価
置
を

高
め
る

も
の
で

あ
る
。

以
上
の
叙
述
は、
高
崩
事
件
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

に
迫
る
内
容
を
も
ち 、
こ
の
事
件
の
概
容
を
端
的
に
物
語っ
て

い
る
と
思
わ
れ 、
ま
た 、
後
述
す
る
よ
う

に 、
本
来
は
毛
沢
東
と

親
密
な
関
係
に
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
高
闘
の
摘

発
を
当
初
は
劉
少
奇
に 、
の
ち
に
は
郵
小
平
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
毛
沢
東
の
立
場
や 、
文
化
大
革
命
以
後 、



高
崩
事
件
と
の
関
連
で
も一
貫
し
た
態
度
を
と
ら
な
か
っ

た
と
し
て
そ
の
「
反
党
修
正
主
義」
を
糾
弾
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ

た
劉
少
奇
の
四
中
全
会
で
の
役
割
り
な
ど
に
つ
い
て 、
か
な
り
的
確
に
事
態
の
核
心
を
突
い
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る。

と
こ
ろ
で 、
高
崩
事
件
が
摘
発
さ
れ 、
党
の
団
結
強
化
が
唱
え
ら
れ
た
背
景
に 、
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
の
ソ
連
で

摘
発
さ
れ
た
ベ
リ
ア
事
件
の
影
響
と
そ
の
衝
撃
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
見
落
す
べ
き
で
は
な
か
ろ

ぅ。
す
で
に
ソ
連
国
内
で
摘
発
さ
れ
た
ベ
リ
ア
に
た
い
し
て
は、
毛
沢
東
が
五
三
年
十
二
月
二
十
四
日
に
党
中
央

政
治
局
会
議
で
先
の
建
議
を
お
こ
な
っ

た
同
じ
日
に 、
モ
ス
ク
ワ
の
最
高
法
院
は
ベ
リ
ア
を
正
式
に
断
罪
し
た
の

で
あ
っ

た。

さ
て
次
に 、
「
高
崩・
餓
激
石
反
党
同
盟」
と
は、

ど
の
よ
う

な

ど
の
よ
う

な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
形
成
さ
れ 、

目
的
を
も
っ

て
い
た
の
か
を 、
ま
ず
中
国
共
産
党
の
公
式
の
罪
状
に
よ
っ

て
顧
み
て
み
よ
う。

「
高山岡・
鋭
激
石

の
反
党
同
盟
に
か
ん
す
る
決
議」
に
よ
れ
ば 、
そ
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る口

「一
九
四
九
年
以
来 、
高
闘
は
党

と
国
家
の
指
導
権
奪
取
を
目
的
と
し
て
陰
謀
活
動
を
進
め
て
き
た。

東
北
地
区
を
高
嗣
の
独
立
王
国
た
ら
し

め
よ
う
と
し
た 。
高
闘
が一
九
五
三
年
に
中
央
の
ポ
ス
ト

に
移
さ
れ
て
以
後 、
彼
の
反
党
活
島
は一
段
と
狂
気
じ

み
た
も
の
に
な
っ

た。
・・・

極
端
に
で
た
ら
め
な一
種
の
『
理
論』
を
鼓
吹
し、
わ
が
党
は
二
つ
か
ら
成
り 、
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つ
は
い
わ
ゆ
る
『
根
拠
地
と
軍
隊
の
党
』
で 、
も
う一

つ
は
い
わ
ゆ
る
『
白
区
の
党』
で
あ
っ

て 、
党
は
軍
隊
が

つ
tっ
た
も
の
で
あ
り 、
彼
こ
そ
い
わ
ゆ
る
『
根
拠
地
と
軍
隊
の
党
』
の
代
表
者
で
あ
り 、
か
つ
当
然
彼
が
主
要

な
権
力
を
掌
握
す
べ
き
だ
と
自
認
し、
か
〈
て 、
党
中
央
と
政
府
は
す
べ
て
彼
の
計
画
ど
お
り
に
改
組
す
べ
き
で

あ
り 、
現
時
点
に
お
い
て
は
彼
自
身
が
党
中
央
の
総
書
記
あ
る
い
は
副
主
席
を
担
任
し、
か
っ
国
務
院
総
理
を
担

任
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る。

鏡
激
石
は、
高
崩
の
反
党
陰
謀
活
動
の
主
要
な
同
盟
者
で
あ
る。

・・
鏡
撤
石
は一
九
四
三
年
か
ら一

九
五

年
ま
で
の
十
年
間
に 、
何
回
も
権
力
を
奪
取
す
る
た
め
党
内
で
恥
ず
べ
き

ぺ
て
ん
手
段
を
行
使
し
た。

・一
九
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五
三
年
に
彼
が
中
央
の
ポ
ス
ト

に
移
さ
れ
て
か
ら

後
に
は、
高
崩
の
中
央
権
力
奪
取
の
活
動
が
成
功
す
る
で
あ
ろ

そ
の
結
果 、
高
樹
と
反
党
の
同
盟
を
形
成
し、
中
央
組
織
部
長
の
ポ
ス
ト

を
利
用
し
て
中
央
の
指
導

的
同
志
に
反
対
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
闘
争
を
発
劃
し、
党
を
分
裂
さ
せ
る
活
劃
を
積
極
的に
す
す
め
た 0・

う
と
考
え 、

敵
は
必
然
的
に
百
方
手
を
つ
〈
し
て
わ
が
党
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
お
り 、
最
大
の
希
望
を
中
国
共
産
党
の
分

裂
と

堕
落
変
質
に
托
し
て
い
る。
・・・

高
嗣・
鏡
激
石
ら
の一
派
は、
ま
さ
に
こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
で
反
党
問

盟
を
結
成
し、
党
の
中
央
委
員
会 、

る、
長
期
の
試
練
を
経
た
党
中
央
の
指
導
中
枢
部
を
顛
覆
し、

ま
ず
第一
に
中
央
政
治
局
に
進
攻
を
お
こ
な
い 、
毛
沢
東
同
志
を
首
領
と
す

そ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
党
と
国
家
の
指
導
権
奪



取
を
容
易
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る。
・・・

彼
ら
の
唯一
の
綱
領
は 、
陰
謀
的
手
段
を
もっ
て
党
と
国
家
の
最

高
権
力
を
奪
取
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た」
（『
人
民
日
報
』
一
九
五
五
年
四
月
五
日）
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
は 、
事
件
の
輪
郭
を
そ
れ
な
り
に
実
態
的
に
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が 、
「
敵」
が
こ

の
場
合 、
ソ
連
で
あっ
た
か
ど
う

か
は
さ
て
お
い
て 、
あ
る
点
で
は一
九
七一
年
九
月
の
林
彪
異
変
以
後 、
林
彪

の
「
陰
謀」
だ
と
さ
れ
た
問
題
と

相
共
通
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ざ
る
を
得
な
い。
も
と
よ
り 、
高
樹 、

鏡
激
石
は 、
と
も
に
中
国
共
産
党
の
首
脳
で
あ
っ

た
ば
か
り
か 、
「
か
つ
中
国
二
大
工
業
地
帯
i

東
北
お
よ
び

華
東
に
お
け
る
最
高
指
導
者
で
も
あ
っ

た」
（
v
・

グ
ル
l

ニ
ン）
が
ゆ
え
に 、
事
態
は
深
刻
で
あ
っ

た。

こ
こ
で 、
高
樹 、
鏡
激
石
の
個
人
的
な
活
劃
歴
を
見
る
な
ら
ば 、
高
崩
は 、
中
国
革
命
の
初
期
の
段
階
に
お
け

る
北
伐
失
敗
以
後 、
快
西
紅
軍
の
最
高
指
導
者・
劉
志
丹
と
と
も
に
快
西
省
北
部
で
農
民
運
動
を
始
め 、
の
ち
の

紅
軍
主
力
の
長
征
中
は 、
は
や
〈
か
ら

快
西
省
北
部
に
ソ
ヴェ
ト

を
組
織
し、
険
北
の
党
と
紅
軍
（
紅
二
十
六
軍）

の
基
礎
を
つ
〈
っ

た
の
で
あ
っ

た。
こ
う
し
て
高
嗣
は
快
甘
寧
辺
区
を
中
心
に
呉
起
鎮
や
瓦
客
健一
の
根
拠
地
を
死

守
し
て
長
征
後
の
紅
軍
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
大
き
な
貢
献
を
な
し
た。
抗
日
戦
争
後
の
国
民
党
軍
と
の
内
戦
に

際
し
て
は 、
東
北
お
よ
び
西
北
区
の
指
導
者
と
し
て
数
多
〈

の
功
績
を
残
し、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
に
際
し
て

は 、
六
名
の
中
央
人
民
政
府
副
主
席
の
な
か
で
朱
徳 、
劉
少
奇
と
と
も
に
中
国
共
産
党
を
代
表
す
る
副
主
席
の一
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人
と
な
り 、
東
北
行
政
委
員
会
主
席 、
人
民
革
命
軍
事
委
員
会
副
主
席 、
党
中
央
政
治
局
委
員
な
ど
を
兼
務
し、

五
二
年
十一
月
か
ら
は
国
家
計
画
委
員
会
主
席
で
も
あ
っ

た
の
で
あ
る。
こ
の
よ
う
な
高
闘
の
当
時
の
活
躍
は
目

を
見
張
る
ば
か
り
で
あ
っ

て 、
『
人
民
日
報
』
は
し
ば
し
ば
高
崩
の
講
話
や
活
動助 ．ふ
り
を
報
道
し
た 。
高
崩
の
経

歴
の
な
か
で
は、
彼
が
快
北
を
地
盤
に
し
た
土
着
派
の
共
産
主
義
者
で
あ
り 、
険
北
の
党
と

紅
軍
（
紅
二
十
六
軍）

は
も
と
も
と
党
中
央
に
た
い
し
て 、
つ
ね
に
自
主
独
立
的
な
い
し
は
反
中
央
的
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ 、
「
中
央
が

派
遣
し
た
幹
部
や
代
表
と
の
闘
争
を
通
じ 、
中
央
の
指
示
や
彼
ら
の
決
定
を
拒
む
こ
ι
を
通
じ
て 、
は
じ
め
て
紅

二
十
六
軍
は
滅
び
る
こ
と
な
く 、
『
逃
亡
』
と
『
流
浪
』
の
な
か
で
強
大
に
な
っ

た」
（
許
冠
三
「
『
高
鏡
反
黛

- 1 6 -

聯
盟
』
原
委
〈
上
〉」

、
『
明
報
月
刊
』
一
九
六
六
年
二
月
号）
と
い
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ

’
「ノ
O鏡

激
石
は、
上
海
大
学
卒
業
後 、
米
ソ
仏
に
留
学
し
た
イ
ン
テ
リ

党
員
で
あ
っ

た 。
帰
国
後 、
延
安
に
入
り 、

抗
日
戦
争
中
は
劉
少
奇
の
下
に
華
中
局
の
宣
伝
部
長 、
新
四
軍
政
治
委
員
な
ど
を
歴
任
し
た
の
ち 、
東
北
人
民
解

放
軍
政
治
委
員 、
華
東
行
政
委
員
会
主
席
を
務
め
た
の
ち
党
中
央
組
織
部
長
に
な
っ

た
党
の
有
力
幹
部
（
党
中
央

委
員）
で
あ
っ
た。

高
崩
事
件
が
摘
発
さ
れ
て
か
ら
は、
七
期
四
中
全
会
文
献
の
学
習
会
議
が
各
党
中
央
地
方
局
で
お
こ
な
わ
れ 、



五
四
年
六
月
に
は
六
つ
の
大
行
政
区
政
府
が
廃
止
さ
れ 、
同
時
に
党
中
央
地
方
局
も 、
そ
の
後
数
カ
月
の
聞
に
順

次
廃
止
さ
れ
て
地
方
分
権
化
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
の
で
あ
る。
こ
の
過
程
で 、
上
級
幹
部
と
し
て
は、
張
秀
山

（
東
北
局
第
二
書
記
兼
秘
書
長 、
東
北
人
民
政
府
監
察
委
員
会
主
任）

、
張
明
遠
（
東
北
局
第
三
書
記 、
東
北
行

政
委
員
会
副
主
席）

、
陳
伯
村
（
東
北
局
組
織
部
副
次
長
兼
東
北
人
民
政
府
監
察
委
員
会
副
主
任）

、
郭
峯
（
東

北
局
組
織
部
副
部
長
兼
東
北
人
民
政
府
人
事
部
長）

、
越
徳
尊
（
東
北
局
農
村
工
作
部
長）

、
馬
洪
（
東
北
局
副

秘
書
長 、
国
家
計
画
委
員
会
委
員）
の
六
名
が
高
闘
の
部
下
と
し
て 、
向
明
（
山
東
分
局
第一
書
記 、
山
東
人
民

政
府
第一
副
主
席）
が
餓
激
石
の
部
下
と
し
て
追
放
さ
れ
た。
さ
ら
に
こ
の
事
件
に
連
坐
し
た
東
北
局 、
華
東
局

の
中
下
級
幹
部
の
数
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る 。
こ
う
し
て 、
高
崩
事
件
は
処
理
さ
れ
た
が 、
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高
樹 、
鏡
激
石
以
下 、
こ
れ
ら一
連
の
幹
部
に
ほ
ぼ
共
通
な
特
徴
は、
彼
ら
が
い
わ
ば
地
方
幹
部
で
あ
り 、
毛
沢

東
直
系
の
党
幹
部
で
は
な
く 、
し
か
も
長
征
に
参
加
し
た
幹
部
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う。

（
許
冠
三 、
前
掲 、

許
冠
三
論
文 、
参
照）



一一一
、

事

件

の

真

相

と

J
性

格

中
国
共
産
党
内
闘
争
は、
い
わ
ゆ
る
路
線
闘
争
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
と
同
時
に 、
つ
ね
に
党
最
高
指
導
層

内
部
の
権
力
闘
争
と
し
て
の
側
面
を
内
在
さ
せ
て
い
る。
高
崩
事
件
も 、
そ
の
例
外
で
は
な
か
ろ
う

が 、
こ
の
事

件
を
指
導
者
聞
の
闘
争
と
し
て
見
た
場
合 、
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
描
く
べ
き
か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
存
在
す
る。

そ
う
し
た
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は、
い
ず
れ
も
劉
少
奇
が
高
樹 、
鋲
激
石
の
直
接
的
な
抗
争
の
対
象
で
あ
っ

た
と
す
る
見
方
が
ほ
ぼ
共
通
的
に
存
在
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う。
こ
の
点
は、
四
中
全
会
で
劉
少
奇
が
主
役
を
つ
と
-18-

め 、
そ
の
「
罪
状」
に
よ
る
と
高
闘
は
「
党
中
央
の
総
書
記
あ
る
い
は
副
主
席
を
担
任
し、
か
つ
国
務
院
総
理
を

担
任
す
べ
き
で
あ
る」
と
主
張
し
た
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う

に 、
高
嗣
が
vm
2

の
地
位
を
求
め
た

ら
し
い
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る。

こ
の
よ
う

な
前
提
の
も
と
で 、
ま
ず
第一
に
顕
著
な
見
方
は、
高
樹 、
銃
激
石
ら
と
劉
少
奇
お
よ
び
周
思
来
の

対
立
と
見
る
も
の
で
あ
り 、
た
と
え
ば
ピ
i
タ
l・

タ
ン
は、
高
闘
が
「
根
拠
地
と
軍
隊
の
党」
と

「
白
区
の
党」

を
対
抗
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
に
注
目
し
て 、
対
象
は
毛
沢
東
で
は
な
〈

「
白
区
の
党」
の
代
表
者 、
劉
少
奇
で



あ
り 、
周
恩
来
も
そ
の
対
象
に
な
り
得
た
と
み
な
し
て
い
る

m－
z
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劉
少
奇
と
周
恩
来
が
対
象
で
あ
っ

た
と
し
て 、
こ
う

述
べ
て

『
風
暴
十
年
』
の
著
者 、
周
鯨
文
も 、

い
る。
「
毛
沢
東
が
長
征
の
末 、
尾
羽
打
ち
か
ら
し
疲
れ
きっ
た
七
千
余
の
紅
軍
を
ひ
き
い
て 、
延
安
に
た
ど
り

つ
い
た
と
き 、
こ
れ
索収
容
し
て
生
き
の
び
さ
せ
た
の
が
高
崩
で
あ
る。
彼
こ
そ
功
臣
で
あ
っ

た 。
中
共
が
天
下

を
取
る
と
毛
沢
東
は
彼
を
中
央
人
民
政
府
副
主
席
兼
東
北
人
民
政
府
主
席
に
任
じ
た
の
は、
昔
で
い
え
ば 、
古4山
骨AW

に
封
侯
拝
相
の
た
ぐ
い
で
あ
っ

た。

党
内
で
は
劉
少
奇
に
牽
制
さ
れ 、
行
政
で
は
周

だ
が
高
岡
に
し
て
み
れ
ば 、

恩
来
に
牽
制
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た 。
・・・
こ
の
闘
争
で 、
彼
は
『
君
側
の
折
を
清
め
る
』
と

唱
え 、
毛
沢
東
反

対
を
口
に
し
な
か
っ

た。
ね
ら
う
と
こ
ろ
は、
劉
少
奇
と

周
恩
来
だ
っ

た
の
で
あ
る」
（『
風
暴
十
年
』）

。

の
点
は
『
中
共
の
十
大
問
題
』
の
著
者 、
金
雄
白
も
ほ
ぼ
同
意
見
で
あ
り 、
「
高
鏡
聯
盟
の
目
的
は、
中
共
の
指

導
権
を
奪
い 、
劉
少
奇
を
攻
撃
す
る
と
と
も
に 、
さ
ら
に
周
思
来
に
代
っ

て
国
務
院
総
理
の
地
位
を
要
求
す
る
こ

と
だ
っ

た。

ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
で
あ
っ

た」
と
述
べ
て
い
る

（
『
中
共
の
十
大
関

そ
の
背
後
の
支
持
者
は、

題
』）

。

「
毛
沢
東
は
故
意
に
故
郷

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら 、
毛
沢
東
の
四
中
全
会
欠
席
に
つ
い
て
周
鯨
文
は、

に
帰
り 、
そ
こ
で
春
節
を
送
る
と

称
し
て 、
傍
観
者
の
立
場
を
よ
そ
お
っ

た」
（
周
鯨
文
『
風
暴
十
年
』）
と

語
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っ
て
い
る。
毛
沢
東
の
四
中
全
会
欠
席
に
つ
い
て
は、
高
闘
が
毛
沢
東
ら
長
紅
の
主
力
部
隊
を
峡
北
で
迎
え
入
れ

て
か
ら
の
両
者
の
「
親
密
な
戦
友」
と
し
て
の
関
係
を
指
摘
す
る
見
方
も
あ
り
（
丁
天
立
「
中
共
黛
争
的
真
相
l

分
析 、
高
樹 、
鏡
激
石『
反
黛
聯
盟
』
案」

、
前
掲『
中
共
高 、
鏡
事
件
面
面
観
』
所
収）

、
こ
の
意
見
は
当
然 、

劉
少
奇
を
事
件
の一
方
の
主
役
と
み
な
し、
こ
の
事
件
を
劉
少
奇
の
完
全
な
勝
利
に
帰
し
た
闘
争
だ
と
み
な
し
て

い
る。こ

の
問
題
に
つ
き 、
高
岡
事
件
に
つ
い
て
の
力
作
を
発
表
し
た
田
宣
は、
鋭
〈
う

が
っ

た
見
方
を
し
て
い
る。

田
宣
に
よ
れ
ば 、
「
根
拠
地
と
軍
隊
の
党」
と

「
白
区
の
党」
と
い
う

問
題
か
ら 、
理
論
的
に
は
劉
少
奇
と

周
思

来
が
対
象
に
な
る
が 、
毛
沢
東 、
劉
少
奇 、
周
思
来 、
朱
徳 、
高
樹
と
い
う
当
時
の
党
中
央
書
記
処
の
五
人
の
書

記
の
第
五
位
に
あ
っ

た
高
闘
に
と
っ

て 、
「
周
思
来
は
朱
徳
と
同
様
に
ど
う
で
も
よ
い
人
物
で
あ
り 、
真
の
闘
争

（
前
掲 、
田山豆
「
高 、
鏡
『
反
蕪
聯
盟
』
始
末」
）
と
し
な

目
標
に
は
な
り
得
ず 、
目
標
は
劉
少
奇
で
あ
っ

た」

が
ら 、
毛
沢
東
も 、

表
面
上
無
関
係
を
よ
そ
お
い 、
他
人
に
そ
の
よ
う

に
思
い
こ
ま
せ
な
が
ら 、
実
際
に
は
劉
少

奇
を
表
面
に
出
し
つ
つ 、
こ
の
事
件
の
摘
発
に
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
り 、
そ
の
毛
沢
東
が
四
中
全
会
を
休
ん
だ

の
は
（
当
時
は
「
休
暇」
と
報
ぜ
ら
れ
た）

、
高
崩
事
件
の
国
際
的
背
景
を
考
慮
し、
「
彼
〈
毛
沢
東
l

引
用

者
〉
自
身
が
国
際
的
に
衝
突
す
る
の
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ

た」
と
推
測
し
て
い
る

田
宣
論
文）

。

（
前
掲 、

-2 0 -
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中
全
会
の
劉
少
奇
報
告
が 、
前
年
十
二
月
の
中
共
中
央
政
治
局
会
議
に
お
け
る
毛
沢
東
の
建
議
に
基
づ
t
も
の
で

あ
っ

た
こ
と
を
顧
み 、
高
崩
事
件
の
背
景
に
あ
っ

た
中
ソ
関
係
を
今
日
の
時
点
で
考
え
た
と
き 、
こ
の
見
方
は
き

わ
め
て
説
得
力
の
強
い
も
の
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い 。

き
て 、
以
上
の
よ
う
な
見
方
と
そ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
に
た
い
し
て 、
第
二
の
見
方
は、
劉
少
奇
お
よ
び
部

小
平
と
の
角
逐
に
力
点
を
置
く
も
の
で
あ
る。
す
で
に
見
た
よ
う

に 、
高
崩
事
件
の
処
理
過
程
と
そ
の
後
の
党
内

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の
推
移
（
劉
少
奇 、
部
小
平
の
ほ
か
に
は、
特
務
の
責
任
者
と
し
て
の
康
生
の
地
位
も
上
昇
し

た）
か
ら
す
れ
ば 、
こ
の
見
方
は
き
わ
め
て
妥
当
で
あ
り 、
ソ
連
の
見
方
を
代
表
す
る
v
・

グ
ル
l
ニ
ン
も
こ
の

よ
う
な
立
場
に
あ
る。
V
－

グ
ル
l

ニ
ン
の
場
合
は、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に 、
こ
の
事
件
は
毛
沢
東
が
劉
少
奇

そ
し
て
最
後
的
に
は
郵
小
平
に
手
を
下
さ
せ
た
事
件
だ
と
い
う

基
本
前
提
に
立
っ

て
い
る。
さ
ら
に 、
高
崩

事
件
に
つ
い
て
詳
細
な
論
文
を
書
い
て
い
る
許
冠
三
も 、
部
小
平
に
た
い
す
る
高山岡
や
鏡
激
石
の
不
満
は、
郵
小

平
が
当
時 、
憲
法
起
草
委
員
会 、
選
挙
法
起
草
委
員
会 、
中
央
選
挙
委
員
会
の
三
つ
の
委
員
会
委
員
を
兼
務
し 、

実
際
上 、
中
央
選
挙
委
員
会
の
事
務
を
主
持
し
て
い
た
こ
と
に
あ
っ

た
と
し
て 、
抗
日
戦
争
や
戦
後
の
国
共
内
戦

を
通
じ 、
郵
小
平
は
高
尚
や
鋭
激
石
と
い
つ
も一
緒
だ
っ

た
人
物
だ
か
ら 、
論
功
行
賞
で
も
部
小
平
が
彼
ら
の
上

位
に
つ
〈
べ
き
で
は
な
い
と
高
崩
ら
が
考
え
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
（
前
掲 、
許
冠
三
「
『
高
鏡
反
黛
聯
盟
』

-2 1 -



原
委
〈
下
〉」
）

。

と
こ
ろ
で 、
当
の
毛
沢
東
自
身
は
こ
の
事
件
に
か
ん
し、
実
際 、
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う

か。

こ
の
点
を
知
る
材
料
は
少
な
い
が 、
毛
沢
東
が
高
崩
事
件
を
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
に
よ

つ
で
あ
る
程
度
の
判
断
が
で
き
よ
う 。

毛
沢
東
は、
事
件
処
理
後
の一
九
五
六
年
四
月 、
「
中
央
政
治
局
拡
大
会
議
で
の
講
話」
で
こ
の
事
件
に
言
及

し
「
四
中
全
会
は
聞
く
べ
き
で
あ
っ

た
し、
決
議
は
大
変
必
要
な
こ
と
で
あ
っ

た。
そ
う
で
な
け
れ
ば 、
高
崩

を
も
う一

年
の
さ
ば
ら
せ
る
こ
と
に
な
り 、
そ
れ
は
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
お
そ
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ

た」

（
『
毛
沢
東
思
想
万
歳
』
一
九
六
九
年
八
月）
と
告
白
し
て
い
る。
毛
沢
東
に
と
っ

て
「
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
-22-

な
い
お
そ
る
べ
き
こ
と」
が
具
体
的
に
な
に
を
意
味
す
る
の
か 、
こ
の
告
白
だ
け
で
は
明
ら
か
で
な
い
が 、
事
件

に
た
い
す
る
毛
沢
東
の
態
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う。

や
が
て一
九
五
八
年
三
月
の
「
成
都
会
議
で
の
講
話」

で
は、
す 一で
に
引
用
し
た
よ
う

に 、
ス
タ
ー
リ
ン
と
高
闘
の
親
密
な
関
係
を
例
示
し、
「
高
崩・
鏡
激
石
事
件
は、

震
度
八
の
地
震」
だ
と

語っ
て
い
る
（
『
毛
沢
東
思
想
万
歳
』）

。
そ
し
て 、
一
九
五
九
年
八
月
の
彰
徳
懐
摘
発

に
際
し
て
は、
「
こ
の
党
の
主
要
な
構
成
員
が 、
も
と
も
と
高
闘
の
陰
謀
的
な
反
党
集
団
の
重
要
メ
ン
バ
ー

で
あ

っ
た
こ
と
こ
そ 、
そ
の
証
明
の一
つ
で
あ
る」

，画、、
E『

つ
の
批
評」
）
と
述
べ
て 、
彰
徳
懐
事
件
を
高
崩
事
件
と



結
び
つ
け
る
パ
タ
ー
ン
を
示
し
た。
両
者
を
結
び
つ
け
る
共
通
項
が
「
親
ソ
派」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
こ
と
は

疑
い
な
い 。

と
も
か
〈 、

周
恩
来
も
し
〈
は
部
小

こ
の
よ
う

に
見
て
〈
る
と、
高
崩
ら
に
と
っ

て
直
接
の
対
象
は
劉
少
奇 、

平
で
あ
っ

た
に
せ
よ 、
毛
沢
東
に
よ
っ

て
高
崩
摘
発
は
す
で
に
不
可
避
の
重
要
な
課
題
に
な
っ

て
い
た
よ
う

に
思

わ
れ
る 。

以
上
の
諸
状
況
を 、
今
日
の
時
点
で
再
検
討
し
つ
つ
総
合
す
る
な
ら
ば 、
高
崩
事
件
は、
党
最
高
指
導
層
の
あ

い
だ
の
権
力
闘
争
と
し
て
は、
背
景
的
に
は
毛
沢
東
を
頂
点
と
し、
劉
少
奇 、
周
思
来 、
郵
小
平
を
擁
す
る
党
中

央
の
党
官
僚
層
と
高
尚
ら
の
地
方
に
基
盤
を
もっ
て
立
て
こ
も
る
指
導
者
た
ち
と
の
闘
争
で
あ
り 、
直
接
的
に
は、

劉
少
奇 、
郵
小
平
が
こ
の
闘
争
の
前
面
に
立
っ

た
の
だ
と
い
え
よ
う 。

す
で
に

し
か
も 、
こ
の
権
力
闘
争
に
は、

見
た
よ
う

に
高
崩
ら
の
背
景
に
ス
タ
ー
リ
ン
と
ソ
連
共
産
党
が
存
在
す
る
と
い
う
国
際
的
背
景
が
あ
っ

た 。
同
時

に
こ
の
権
力
闘
争
は、
東
北
と
華
東
の
二
大
工
業
地
域
を
そ
の
舞
台
と
し
た
中
央
と
地
方
と
の
闘
争
で
あ
っ
た
と

い
う

性
格
を
帯
び 、
「
ま
た
そ
の
歴
史
的
要
因
は、
中
共
の
伝
統
的
な
革
命
根
拠
地
政
策
な
い
し
地
方
ブ
ロ
ッ

ク

政
策
と、
政
権
確
立
後
の
中
央
集
権
化
と
の
不
可
避
的
な
衝
突
に
あ
っ

た
と
も
い
え
よ
う」

（
唐
土
洋
三
「
党
の

現
勢」

、
ア
ジ
ア
政
経
学
会
編
『
中
国
政
治
経
済
綜
覧』
昭
和
三
十
五
年
度
版）

。
そ
し
て
と
く
に 、
こ
の
事
件
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の
主
要
な
舞
台
が
東
北
で
あ
っ

た
こ
と
は、
こ
の
事
件
を
重
大
な
も
の
と
し 、、か
つ
複
雑
化
し
た
の
で
あ
っ

た。

「
本
当
の
理
由」
は、

－b
L」
トJh
いソ 、
ジ
ョ

ン・
ギ
ッ

チ
ン
グ
ス
も
述
べ
て
い
る
よ
う

に 、

こ
れ
ら
の
諸
側

事
件
の

面
の
ほ
か 、
中
央
委
内
部
に
お
け
る
個
人
的
ね
た
み
や
個
人
的
ラ
イ
バ
ル
関
係
と
い
っ

た
未
知
の
要
因
を
加
え
た

と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い」
（
ジ
ョ

ン
・

ギ
ッ

チ
ン
グ
ス
『
中
共
軍
の
役
割
り
』
〈
下
〉）

vT

 

と
い
え
よ
う。

＋＋ 

な
お

、

中
国
共
産
党
の

党
内
闘
争
に

し
ば

し
ば

大

き
な
意

味
を

も
っ

軍
の

問

題
を

、

』
こ

で

は

検
討
し

て
い

な
い

が
、

高
闘
事
件
に

か

ん

す
る

か

ぎ
り
は

、

「
結

局
、

軍

隊
は
『

高
闘
』

事
件
に

か

ん
し
て

は

重

要
な
（

も
し
く
は

識

別
可

能
な
）

役
割
り
を

演
じ

な
か
っ

た
、

と

考
え
て
よ
い

だ

ろ
う
」

と
い

う
ジ
ョ

シ
・

ギ
ッ

チ
シ

グ
ス

の

指
摘
（
『

中

共
軍
の

役
割

り
』

〈

下
〉
）

が
正

当
で

あ
ろ
う
。

こ

の

点
に
つ

い

て

田
量
は

、

ま

さ
に

「
共

産
党

権

力
の

来
源
は

、

高
闘
自

身
が

述
べ

て
い
る

よ

う
に
一

般
に

は
『

軍

隊
が
つ

く
っ

た

も
の
』

で

あ
る
。

だ
が

彼
に
は

軍

隊
が

な
か
っ

た
。

そ
れ

は
、

林
彪
が

部

隊
を

率
い

て

入

関
し
た

と

き
、

東
北
に

残
っ

て
い

た
の

は
、

彼
自

身
の

吉
黒

軍

区
の

部

隊
だ

け

で

あ
り
、

そ

の

軍

区
部

隊
は

地

方
的
な

性
格
の

部

隊
で

あ
り
、

正

規
軍
の

部
隊
に

次

ぐ
性
格
の

も
の

で

あ
っ

た
」

（

前
掲

、

田

量
論
）

と

述
べ

て
い
る
。

と
も
か
く 、

高
崩
事
件
は
以
上
の
よ
う

な
内
容
と
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
が 、
で
は
次
に
当
時
の
東
北

を
中
心
と
し
た
権
力
の
地
方
化
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う 。
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四

権

力

の

地

方

化

と

高

岡

中
国
革
命
は、
周
知
の
よ
う

に 、
「
農
村」
か
ら

「
都
市」
を
包
囲
す
る
根
拠
地
革
命
に
よ
っ

て
地
方
権
力
を

樹
立
し、
や
が
て
中
央
権
力
を
打
ち
立
て
て
ゆ
〈
と
い
う

過
程
を
た
どっ
た 。
こ
の
よ
う
な
革
命
の
歴
史
的
経
緯

は、
中
史
政
権
樹
立
後
も 、
全
国
を
大
行
政
区
に
分
割
し
て
統
治
す
る
と
い
う

体
制
を
形
成
せ
し
め
る
と
こ
ろ
と

な
っ

た
（一
九
四
九
年
十
二
月
十
六
日
付
「
大
行
政
区
人
民
政
府
委
員
会
組
織
通
則」
に
よ
っ

て
全
国
が
六
つ
の

大
行
政
区
に
分
割
さ
れ
た 。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で 、
高
闘
は、
初
め
は
快
西
を
地
盤
と
し、
建
国
後
は
東

北
を
地
盤
と
し
て
出
現
し
た
代
表
的
な
土
着
政
治
家
な
い
し
は
地
方
実
力
者
で
あ
っ

た 。
こ
の
点
に
注
目
し
た
唐

土
洋
三
論
文
（
前
掲）

「
彼
を
最
大
の
地
方
実
力
者
た
ら
し
め
た
主
た
る
要
因
は、
東
北
の
軍
事
的・
政
治

は

的・
経
済
的
立
地
条
件
に
あ
っ

た
と
い
え
よ
う 。

東
北
は
第
二
次
大
戦
末
期
に
ソ
連
軍
に
占
領
さ
れ 、
ソ
連
の
直

接
援
護
下
に
革
命
と
建
設
を
推
進
し
得
た 。
さ
ら
に
朝
鮮
戦
争
中
は
前
線
に
お
け
る
中
共
軍
の
直
接
的
な
補
給
基

地
と
な
っ

た 。
ま
た
東
北
は
元
来
中
国
重
工
業
の
最
大
基
地
で
あ
っ

た」
と
述
べ
て
い
る。
ま
た 、
許
俊
は
「
高

崩
事
件
研
究」
と
題
す
る
論
文
の
な
か
で 、
東
北
の
特
殊
性
を
次
の
三
点
に
要
約
し
て
い
る。
付
解
放
が
比
較
的
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早
い
地
域
で
あ
っ

た
た
め
土
地
改
革
と

工
業
建
設
の
面
で 、
全
体
と
し
て
先
進
的
な
地
位
に
立
っ

て
い
た 。
同
ソ

連
と
隣
接
し、

ソ
連
と
は
お
の
ず
か
ら
さ
ら
に
緊
密
な
関
係

し
か
も
中
園
長
春
鉄
道
と
旅
順・
大
連
の
関
係
で 、

に
あ
っ

た 。
同
工
業
が
比
較
的
発
達
し、
経
済
上一
区
域
と
な
り
得
る
の
で 、
と
く
に
中
央
を
た
よ
る
必
要
が
な

〈 、
し
か
も
中
央
の
経
済
力
を
支
え
て
い
た

『
中
共
高・
鏡
事
件
面
面
観』）

。
そ
し
て 、

（
前
掲 、

こ
の
よ
う

な
事
情
か
ら

東
北
は
必
然
的
に
別
格
的
な
地
位
に
あ
り 、
特
別
な
扱
い
を
受
げ
て
い
た
の
で
あ
る
が 、
「
高
闘
が

東
北
の
軍
政
を
指
導
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら 、
『
独
立
王
国』
の
形
態
が
は
っ
き
り
現
わ
れ
始
め
た」
（
金
雄

白
『
中
共
の
十
大
問
題
』）
の
で
あ
る。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で 、
高
崩
は
公
式
な
「
罪
状」
に
よ
る
と

「一
九
四
九
年
以
来 、
・・・

陰
謀
活
動
を
進

め
て
き
た」
（
前
掲 、
『
高
崩・
鏡
激
石
の
反
党
同
盟
に
か
ん
す
る
決
議）
と
い
わ
れ
て
い
る。
だ
が 、
は
や
く

も一
九
四
八
年
三
月 、
す
で
に
東
北
の
指
導
者
と
な
っ

た
高
樹
は、
「
内
モ
ン
ゴ
ル
幹
部
会
議
で
の
講
話」
（
前

掲）
で 、
内
モ
ン
ゴ
ル
を
中
共
中
央
の
支
配
か
ら

「
自
主
独
立」
さ
せ 、
外
モ
ン
ゴ
ル
と
と
も
に
ソ
連
の
側
に
向

く
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
ば
か
り
か 、
建
国
直
前
の
翌
四
九
年
七
月
に
は、
「
中
国
東
北
人
民
民
主
政
府」
代
表

とい
う

資
格で
独
自
の
通
商
使
節
団
を
み
ず
か
ら
引
率
し
て
モ
ス
ク
ワ
を
訪
れ 、
東
北
の
み
に
適
用
さ
れ
る
「
東
北
と
ソ

連
と
の
あ
い
だ
の
相
互
商
品
交
換
協
定」
（
新
華
社一
九
四
九
年
八
月一
日
渚
陽
電
〈
前
掲 、
許
俊
論
文
〉）
を
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ス
タ
ー
リ
ン
と
の
あ
い
だ
で
中
共
中
央
と
は
無
関
係
に
締
結
し
た
の
で
あ
っ

た。

* 

こ

の

貿
易
協
定
は

、

ソ

連
の

最

初
の

公

開
の

援
助
を

意

味
し
、

石
油

、

綿

ス

タ

l
Hノ
シ

は

工

業
設

備
、

自

動

車
、

製
品

、

紙
類

、

医

療
器
材

、

薬
品

な
ど
を

東
北
人

民

政
府
に

供

給
す
る
こ

と
に

な
っ

た

の

で

あ
る

が
、

こ

の

協
定
は

『

人
民
日

報
』

に
お

い

て
は

公

式
に

発

表
さ
れ

ず
、

こ

の

協
定
に
つ

い

て
の
『

東
北
日

報
』

社

説
が

四
九

年
八

月
九

ソ

連
側
は

七

月
三

十
一

日

付
『

イ
ズ
ベ

ス

チ
ヤ
』

が

協
定
内

容

日

付
『

人

民
日

報
』

に

転
載
さ
れ
た
に

す

ぎ

な
い

。

を

報
道
し
た

。

な
お

、

そ
の

後
の

毛

沢
東
・

ス

タ

ー

リ
シ

会
談
の

結
果

、

中
ソ

両
国
間
に
正

式
な

貿
易
協
定
（
一

九

五

O
年
四

月
十
九
日

調

印
）

が

で

き
て
か

ら
は

、

ス

タ

l
y
シ

が

単
独
に

東
北
を

援
助
す
る

従
来
の

方
針
は

改
め

ら

れ

「
さ

き
に

高
岡
と

協
定
調

印
し
た

援
助
計
画
の

各
項
目
を

中
共
に

対

す
る

援
助
の

総
項
目

中
に

編
入
し
た
」

（

外
務

省
ア
ジ

ア

局
中
国

課
『

中
・

ソ

関
係
の
発

展
（
一

九
四
九

i
一

九
五

八

年
）

』
、

わ
れ
て
い
る
。

一

九
五

八

年
八

月
）

と
い

こ
の
よ
う
な
独
自
性
を
示
し
て
い
た
高
闘
は、
四
九
年
九
月
八
日
の
東
北
幹
部
会
議
で
の
講
演
℃ 、
「
東
北
全

党
と
全
人
民
の
中
心
任
務
は
経
済
建
設
で
あ
り 、
他
の
す
べ
て
の
工
作
は
経
済
建
設
を
う
ま
く
や
る
た
め
に
奉
仕

す
る
も
の
で
あ
る」
と
述
べ 、
党
内
の一
部
の
幹
部
は
過
去
の
栄
誉
に
ば
か
り
し
が
み
つ
い
て
い
る
と
い
う

挑
発

的
な
意
見
を
表
明
し
た
の
ち
に 、
「
東
北
を
全
国
の
工
業
基
地
に
建
設
す
る
こ
と 、
こ
れ
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
偉
大

で
光
栄
あ
る
任
務
で
あ
る」
と
強
調
し
た
（
高
樹
「
栄
誉
是
属
於
誰
的
？
｜

一
九
四
九
年
九
月
八
日
在
東
北
幹
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部
会
議
上
的
講
演」

、
香
港・
大
公
報
出
版
『
学
習
』
第一
輯）

。

こ
の
よ
う

に
高
嗣
指
導
下
の
東
北
の
建
設
が 、
す
で
に
ま
っ
し
ぐ
ら
に
「
独
立
王
国」
の
強
化
に
向
い
つ
つ
あ

る
な
か
で
四
九
年
十
月 、
中
華
人
民
共
和
国
の
樹
立
を
迎
え
た
の
で
あ
っ

た
が 、
建
国
後 、
毛
沢
東
が
み
ず
か
ら

代
表
団
長
と
な
っ

て
訪
ソ
し 、
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
論
争
の
末
と
は
い
え 、
五
O
年
二
月
に
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
が

締
結
さ
れ
た
こ
と
は、
高
儲
に
と
っ

て 、
最
初
の
打
撃
で
あ
っ

た 。
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
の
締
結
に
よ
り 、
中
ソ

の一
枚
岩
的
団
結
が
強
調
さ
れ 、
中
国
の
側
で
も 、
ソ
連
讃
美
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
は、
ス
タ

ー
リ
ン
の
高
崩
へ
の
支
持
が
「
公
開
の
も
の
か
ら
秘
密
の
も
の
へ
と
転
化」
せ
ざ
る
を
得
な
〈
な
っ

た
こ
と
に
よ

っ
て 、
高
岡
に
は
状
況
は
必
ず
し
も

有
利
で
は
な
〈
な
り
つ
つ
あ
っ

た 。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
五
O
年
六
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月 、
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
た
の
で
あ
る。
こ
の
抗
米
援
朝
戦
争
は
東
北
を
基
地
と
し
て
遂
行
さ
れ 、
東
北
は
そ
の

直
接
の
後
方
と
な
っ

た 。
そ
の
こ
と
は、
高
闘
の
独
立
自
主
の
風
潮
を
さ
ら
に
促
進
し 、
国
営
企
業
に
た
い
し
て

も
高
闘
が
統一
的
な
指
導
を
お
こ
な
う
よ
う

に
な
っ

た
の
で
あ
る
（
「
高山岡
同
志
在
東
北
局
城
市
工
作
会
議
上
的

総
結」

、
『
東
北
日
報
』
一
九
五一
年
六
月
二
十
五
日 。
前
掲 、
許
俊
論
文）

。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る

た
め 、
毛
沢
東
は、
は
や
く
も一

九
五
O
年
末 、
第一
に 、
そ
の
腹
心
の
部
隊
を
大
量
に
東
北
へ
導
入
し 、

ー「

面
で
『
援
朝
』
の
基
地
と
し 、
他
面
で
は
高
崩
の
軍
事
力
へ
の
圧
迫
作
用
を
起
し
た」
（
前
掲 、
田
宣
論
文）
と



い
わ
れ
て
い
る。

第
二
に
は、
党
の
問
題
と
し
て 、
東
北
の
党
の
組
織
と

財
政
面
を
従
来
か
ら

主
管
し
て
い
た
陳
雲 、
東
北
第一

副
主
席
の
李
富
春 、
李
富
春
と
関
係
の
深
い
林
楓
ら
の
幹
部
を
通
じ
て
高山岡
を
東
北
の
党・
軍・
政
の
三
方
面
か

ら
浮
か
せ
よ
う
と
し
た
（
同
前〉
と
も
い
わ
れ
る。

第
三
に
は、
高
闘
の
力
が
北
朝
鮮
と
の
諸
関
係
に
ま
で
及
ば
ぬ
よ
う

に 、
林
彪
の
第
四
野
戦
軍
の
系
統
を
用
い

て
高
闘
を
抑
え 、
一
九
五
二
年
下
半
期
に
は、
吉
林
軍
区
司
令
員
と
し
て
高
嗣
と
関
係
の
深
か
っ

た
侃
志
亮・
駐

北
朝
鮮
中
国
大
使
が
突
然
失
綜
す
る
に
い
た
っ

た
の
で
あ
っ

た
（
同
前）

。

一
九
五
二
年
に
な
る
と
毛
沢
東
は、
中
国
本
土
と
共
通
で
は
な
か
っ

た
「
東
北
幣」
を
廃
し
て
人
民
幣
で
統一

し、
八
月
に
は
地
方
の
行
政
を
統一
す
る
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
で
「
東
北
人
民
政
府」
を
廃
止
し、
周
年

十一
月
に
は
六
大
行
政
区
も
廃
止
さ
れ
た
が
（一
九
五
二
年
十一
月
十
五
日
付『
中
央
人
民
政
府
委
員
曾
閥
於
改

愛
大
行
政
直
人
民
政
府
（
軍
政
委
員
曾）
機
構
輿
任
務
的
決
定」
）

、
こ
れ
ら
の
措
置
は、
す
べ
て
高
闘
を
対
象

に
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
（
前
掲 、
許
冠
三
論
文）

。
こ
う
し
て
東
北
の
「
独
立
王
国」
は
重

大
な
転
機
を
迎
え 、
高
闘
は
右
の
決
定
を
見
た
中
央
人
民
政
府
委
員
会
第
十
九
次
会
議
で 、
中
央
人
民
政
府
国
家

計
画
委
員
会
主
任
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る。
許
冠
三
も
指
摘
す
る
よ
う

に
こ
の
人
事
は
「
高
闘
を
彼
の
『
独
立

-29ー



王
国
』
か
ら
引
き
離
す
た
め
で
あ
っ

た」
と
い
え
よ
う

が 、

そ
の
舞

こ
う
し
て
事
件
は
新
し
い
段
階
へ
と
入
り 、

vT

 

台
の
中
心
は
洛
陽
か
ら
北
京
へ
と
移っ
て
い
っ

た
の
で
あ
る。

＋＋ 

金

雄
白
は

、

高
闘
の

北

京

移
動
に
つ

い

て
、

「
高
闘
は

新
し
い

任
地

の
北

京
に

赴
く
こ

と
を

承

知
し

な
か
っ

た
。

だ
が
一

九
五

三

年
ス

タ

ー

リ
ン

が

他

界
し
た

の
で
・
・
・
・
、

高
闘
は

後
楯
を

失
ぃ
、

つ

い

に
一

九
五

三

年
七

月
北

京
に

赴
い

て
国
家
計
画

委
員

会
主
席
の

職

務
に
つ

い

た
」

（

『

中
共
の

十
大
問

題
』
）

と

述
べ

て
い
る
。

五
、

連

切っ

て

の

東

北

ソ

と

前
節
で
見
た
よ
う

に 、
高
崩
に
と
っ

て
東
北
は、
彼
の
政
治
的
成
長
の
地
盤
で
あ
り 、
資
産
で
あ
っ

た 。
こ
の

よ
う
な
東
北
を
中
国
の
工
業
基
地 、
経
済
建
設
セ
ン
タ
ー

に
し
よ
う
と
す
る
高
崩
の
意
欲
（
前
掲
の
東
北
幹
部
会

議
で
の
講
演 、
参
照）
は、
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り 、
以
後
こ
の
よ
う
な
主
張
は、
ソ
連
の
援
助
に
よ
る
重
工

業
中
心
の
第一
次
五
カ
年
計
画
の
重
点
基
地
こ
そ
東
北
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う

認
識
と
な
っ

て 、
高
闘
や
林
楓

（
東
北
行
政
委
員
会
副
主
席）
ら

東
北
の
指
導
者
に
よ
っ

て
し
ば
し
ば
表
明
さ
れ
た 。
一
方 、
東
北
の
こ
の
よ
う
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な
特
殊
な
位
置
が
高
闘
の
政
治
的
存
在
を
大
き
な
も
の
に
し
た
の
で
あ
る。
こ
う
し
て 、
東
北
に
お
い
て 、
党・

政・
軍・
民
の
全
権
を
手
中
に
し
た
高
樹
に
た
い
し、
「
渚
陽
の
大
衆
集
会
で
は、
『
高
樹
高
歳
』
の
ス
ロ
i

ガ

ン
が
出
現
し
た
が 、
も
は
や
そ
れ
は
奇
異
で
は
な
か
っ

た」
（
余
逸
楽
「
東
北
人
説
高山間」

、
『
明
報
月
刊
』

九
六
六
年
二
月
号）
の
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
高
樹
の
突
出
し
た
存
在
が
毛
沢
東
ら
党
中
央
に
とっ
て
容
易
な
ら
ぬ
脅
威
で
あ
っ

た
の
は、
そ
の
舞

台
が
中
国
の
国
家
建
設
の
根
拠
地
で
も
あ
る
東
北
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
が 、
さ
ら
に 、
こ
う
し
た
東
北
特
殊
化

状
況
の
な
か
に
存
在
す
る
高
崩
が
ス
タ
ー
リ
ン
の
支
持
を
得
て
い
た
か
ら
で
あ
っ

た 。

と
こ
ろ
で 、
隣
接
地
域
へ
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
ソ
連
の
対
外
接
触 、
対
外
進
出
の
方
法
は一
般
に 、
東
欧
諸
国
に

た
い
し
て
見
ら
れ
る
よ
う

に 、
ま
ず
第一
に
軍
事
占
領 、
第
二
に
は
現
政
権
を
利
用
し
つ
つ
そ
の
権
威
を
奪
う
こ

と 、
第
三
に
は
内
戦
や
局
地
戦
を
利
用
し
つ
つ
相
手
国
共
産
党
を
支
援
す
る
と
い
う

戦
略・
戦
術
（
マ
ッ

キ
ン
ト

ッ
シ
ュ

『
ソ
連
外
交
政
策
の
戦
略
と
戦
術
』）
を
と
っ

て
き
た
と
い
え
る
が 、
こ
の
相
手
国
共
産
党
へ
の
支
援
と

い
う

点
で
は、
土
着
の
共
産
主
義
勢
力
が
増
強
さ
れ
る
こ
と
を
欲
せ
ず 、
東
欧
の
例
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に 、

ば
し
ば
「
モ
ス
コ
ヴ
ィ
ッ

チ」
（
ソ
連
仕
込
み
の
親
ソ
派
の
リ
ー

ダ
ー）

「
ス
タ

を
送
り
こ
ん
だ
の
で
あ
っ

た 。

ー
リ
ン
は、
中
国
の
東
北
に
お
い
て
も
同
様
の
政
策
を
と
っ

た
よ
う
で
あ
る。
こ
こ
で
は
『
モ
ス
コ
ヴ
ィ
ッ

チ
』
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と
し
て
送
り
込
ま
れ
た
主
要
人
物
は、
李
立
三
と

周
保
中
で
あ
っ

た」
（
『
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
を
め
ぐ
る

中
ソ
関
係
i

中
ソ
同
盟
と
そ
の
動
態
｜

』）
と
い
わ
れ
て
い
る 。
そ
し
て 、
い
わ
ゆ
る

「
李
立
三
路
線」
で－

知
ら
れ
る
李
立
三
は、
十
五
年
間
の
モ
ス
ク
ワ
滞
在
の
の
ち一
九
四
六
年
初
頭
に
突
知
ハ
ル
ビ
ン
に
現
わ
れ
た
が 、

そ
れ
は
「
北
満
に
共
産
政
権
を
樹
立
す
る」
た
め
で
あ
っ

た
と
の
推
測
も
あ
る
（
前
掲 、
『
中
華
人
民
共
和
国
の

成
立
を
め
ぐ
る
中
ソ
関
係
』）

。
東
北
抗
日
ゲ
リ
ラ
の
指
導
者
と
し
て
知
ら
れ
た
周
保
中
は
シ
ベ
リ
ア
へ
逃
れ
た

の
ち
ソ
連
軍
に
よ
る
東
北
解
放
と
と
も
に
復
帰
し、
吉
林
省
人
民
政
府
主
席
と
な
っ

た。
こ
れ
ら
の
「
モ
ス
コ
ヴ

ィ
ッ

チ」
の
存
在
を
経
て
高山岡
の
政
治
的
拾
頭
が
あ
っ

た
こ
と
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い。

も
と
も
と 、

東
北
に
つ
い
て
は、
ス
タ
ー
リ
ン
自
身
が
「
私
は
中
共
軍
の
東
北
進
駐
に
同
意
し
な
か
っ

た」

-32 -

（
蒋
中
正
『
中
国
の
な
か
の
ソ
連
』
と

語っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る。
そ
し
て 、
一
九
四
五
年
の
中
ソ
友
好
同
盟
条

約
で
ソ
連
は、
蒋
介
石
政
府
のH
弱
身
d
を
利
用
し
て 、
中
国
長
春
鉄
道 、
旅
順
口 、
大
連
港
な
ど 、

帝
政
ロ
シ

ア
が
東
北
に
も
っ

て
い
た
権
益
を
回
復
し
た
の
だ
が 、
日
本
降
伏
直
後
の
ソ
連
の
対
東
北
政
策
は、
ハ門
ス
タ
l
リ

ン
が
ポ
ツ
ダ
ム
と
ヤ
ル
タ
の
両
会
談
で
ソ
連
に
割
り
当
て
ら
れ
た
地
域
の
軍
事
占
領 、
∞
満
州
の
産
業
設
備
と
機

械
類
を
で
き
る
だ
け
多
〈

押
収
し
て
ソ
連
に
移
す 、
同
日
本
人
戦
争
捕
虜
を
す
べ
て
安
価
な
労
働
力
と
し
て
ソ
連

に
移
す 、
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
（
マ
ッ

キ
ン
ト
ッ

シ
ュ 、

前
掲
書）

。
こ
の
点
に
つ
い
て
台
湾
の
研
究
家 、
鍾



議
は、
「
中
ソ
両
共
産
党
の
闘
争
と
中
ソ
両
国 、
同
民
族
問
の
闘
争」
（『
問
題
と
研
究
』
一
九
七
四
年
新
年
号）

の
な
か
で 、
「一
九
四
六
年、
中
国
政
府
が
理
を
説
き
情
を
説
い
て
東
北
の
主
権
問
題
を
守
る
た
め 、
モ
ス
ク
ワ

で
ソ
連
と
交
渉
を
行っ
て
い
た
と
き 、
ソ
連
軍
は
東
北
で
強
盗
式
の
略
奪
を
開
始
し 、
数
ヵ
月
の
聞
に 、
中
国
が

絶
対
的
主
権
を
も
っ
東
北
の
各
工
業
設
備
と
大
型
機
械 、
動
力
設
備
を
略
奪
し
運
び
去
っ

た」
と
述
べ
て
い
る。

周
知
の
よ
う

に 、
日
本
敗
戦
後
の
満
州
に
お
け
る
ソ
連
側
の
こ
の
よ
う
な
行
動
に
つ
い
て
は、
日
本
人
自
身
が
多

数
そ
の
目
撃
者
に
な
っ

て
い
る
の
だ
が 、
鍾
議
は
さ
ら
に 、
「
奪
い
去
ら
れ
た
工
業
設
備
や
機
械
は一
九
四
六
年

六
月
に
満
州
へ
到
着
し
た
ア
メ
リ
カ
『
賠
償
委
員
会
』
八
回白老ドコ
2司

司NFCHOU『
の
率
い
た
米
国
経
済
調
査
団

の
こ
と
｜

引
用
者
〉
の
計
算
に
よ
れ
ば
八
億
五 、
八
O
O
万
米
ド

ル
以
上
に
達
し 、
消
耗
お
よ
び
補
充
等
の
費

- 33 -

用
を
含
む
損
出
は、
二
十
億
米
ド

ル
に
達
し
て
い
る」
と
指
摘
し
て
い
る。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
ソ
連
は、
四
五
年
の
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
に
基
づ
い
て
蒋
介
石
政
権
と
折
衝
し
つ
つ 、

他
方
で
は
中
国
共
産
党
が
ソ
連
占
領
中
の
満
州
に
入
る
こ
と
を
助
け 、
北
満
の
ハ
ル
ビ
ン 、
チ
チ
ハ
ル 、
吉
林
や

や
が
て
長
春
を
中
国
共
産
党
に
占
拠
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
（
こ
れ
ら
共
産
党
の
酸
き
に
つ
い
て
は

同u・
0

”HOロωω－
gmFコOUCHリドNF
ωドコ00
4℃ω4

参
照）

。
も
と
よ
り 、
中
ソ
両
共
産
党
の’密
接
な
接
触
の
も
と
に

た
と
え
ば 、
当
時
の
状
況
に
つ
い
て 、
「
ま
っ

た
〈
奇
妙
な

こ
う
し
た
行
劃
が
展
開
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
〈 、



こ
と
だ
が 、
ロ
シ
ア
人
は
こ
の
と
き
中
共
で
は
な
く 、

蒋
介
石
を
助
け
て
い
た
の
で
あ
る。
義
勇
軍
お
よ
び
林
彪

ロ
シ
ア
の
赤
軍
は
蒋
の
将
校
た
ち F
を
満
州
の
各
都
市
に
着
任

将
軍
の
部
隊
が
地
方
を
ひ
き
つ
い
で
い
た
時
期
に 、

さ
せ 、
長
い
間
彼
等
を
保
護
し
た」

と
い
う
よ
う
な
記

（
ジ
ャ
ッ

ク・
ベ
ル
デ
ン
『
中
国
は
世
界
を
揺
が
す
』）

録
も
あ
る 。

毛
沢
東
に
と
っ

て
東
北
を
固
め
る
こ
と
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
っ

た 。
毛
沢
東
が
東

そ
れ
だ
け
に 、

北
根
拠
地
の
建
設
を
い
か
に
重
視
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は、
彼
自
身
の
演
説
「
強
固
な
東
北
根
拠
地
を
築
こ
う」

（一
九
四
五
年
十
二
月
二
十
八
日）
が
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る。
こ
の
よ
う

な
経
緯
の
の
ち
に一
九
四
八
年

以
降 、
高
闘
の
指
導
下
に
東
北
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
の
だ
が 、
や
が
て
四
九
年
十
月
の
中
華
人
民
共
和
国
の

成
立
は、
毛
沢
東
訪
ソ
に
よ
る
中
ソ
会
談
と

新
し
い
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
お
よ
び
中
ソ
間
の
諸
協
定
を
成
立
さ
せ 、

ソ
連
の
東
北
に
お
け
る
利
権
に
は
大
き
な
制
約
が
課
せ
ら
れ
て
い
っ

た。
中
ソ
協
定
は
こ
う

表
明
し
て
い
る。

「
ソ
連
政
府
と
中
国
政
府
は、
一
九
四
五
年
以
来 、
極
東
の
情
勢
に
根
本
的
変
化
が
生
じ
た
こ
と
を
確
認
す
る。

ソ
連
政
府
と
中
国
政
府
は、
こ
の
新
し
い
情
勢
が
中
園
長
春
鉄
道 、
旅
順
口 、
大
連
港
の
問
題
へ
の
新
た
な

処
理
の
可
能
性
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た」
（
「
中
国
長
春
鉄
道 、
旅
順
口
お
よ
び
大
連
に
か
ん

す
る
中
ソ
協
定」
）

。

こ
う
し
た
新
し
い
情
勢
の
も
と
で
中

一
九
五
O
年
の
毛
沢
東
訪
ソ
に
よ
る
中
ソ
会
談
は、

ソ
両
国
が
必
要
と
し
た
歴
史
的
な
首
脳
会
談
で
あ
り 、
ス
タ
ー
リ
ン
と
毛
沢
東
の
長
期
の
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン・
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ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
田
室
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、

そ
れ
以
外
に
も
高
崩
と
そ
の
東
北
特
殊
化
問
題
に
つ
い
て

ス
タ
ー
リ
ン
と
協
議
す
る
こ
と
が
毛
沢
東
に
と
っ

て
重
要
な
目
的
で
あ
っ

た
ろ
う
こ
と
も
否
め
な
い
（
「
高 、

鏡

『
反
黛
聯
盟
』
始
末
」
）

。

す
で
に
こ
れ
ま
で
の
本
研
究
の
報
告
書
が
詳
し
く

指
摘
し
た
よ
う

に
、

ス
タ
ー
リ
ン

と
毛
沢
東
の
中
ソ
会
談
は、

中
国
に
と
っ

て
一
定
の
成
果
と
毛
沢
東
に
と
っ

て
は
根
深
い
対
ス
タ
ー
リ
ン
不
信
感

を
残
し
た
が 、

こ
の
よ
う
な
結
果
で
あ
っ

た
だ
け
に
な
お
高
樹
の
存
在
は
許
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
ゆ
〈 。

高
樹

を
「
国
際
主
義
者
」

と
見
る
今
日
の
ソ
連
の
立
場
か
ら
す
れ
ば 、

「
中
国
が
ソ
連
の
援
助
を
受
け
て
経
済
的
混
乱

か
ら
立
ち
直
り 、

国
際
的
地
位
が
強
化
さ
れ
る
や 、

ソ
連
と
の
大
規
模
な
協
力
は
中
国
内
の
国
際
主
義
的
傾
向
を

急
速
に
増
大
さ
せ 、

毛
派
の
党 、

政
府
内
で
の
影
響
力
を
奪
い
か
ね
な
い
と、

毛
沢
東
は
考
え
る
よ
う

に
な
っ

た
」
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（
前
掲 、

v 
・

グ
ル
！

ニ
ン
論
文）

と
み
な
さ
れ
得
る
の
で
あ
る 。

こ
う
し
て

、

高
闘
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
と
い

う
状
況
変
化
の
直
後
に
摘
発
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。



と
一口
岡
山
岡

ス

リ

ン

タ

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
お
い
て 、

高
崩
事
件
の
国
際
的
背
景
つ
ま
り
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
は、

ほ
ぼ

そ
の
輪
郭
を
明
白
に
描
く
こ
と
が
で
き
よ
う 。

こ
れ
ま
で
に
も

ス
タ
ー
リ
ン
と
高
崩
と
の
闘
係
に
つ
い
て
は、

般
的
に
推
測
さ
れ
て
き
て
は
い
た。

そ
の
代
表
と
し
て

、

中
ソ
関
係
に
詳
し
〈 、

現
地
に
状
況
を
尋
ね
て
も
い
る

ク
ラ
ウ
ス
・

メ
l

ネ
ル
ト

の
推
測
を
あ
げ
る
な
ら 、

彼
は
高
崩
事
件
と
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て

、

九

六
二
年
刊
行
の
『
北
京
・

モ
ス
ク
ワ
』
の
な
か
で
こ
う

述
べ
て
い
る
。

「
私
は
中
国
で
の
話
し
相
手
に
こ
の
事
件
の
背
景
に
つ
い
て
ど
う

思
っ

て
い
る
か
と
い
t
度
も
尋
ね
た。

だ
れ

も
正
確
な
こ
と
は
知
ら
な
か
っ

た
が 、

三
の
例
外
を
除
い
て
彼
ら
は
高
崩
が
が
む
し
ゃ
ら
に
独
立
を
求
め
な

一一
、

が
ら
省
長
に
許
さ
れ
て
い
る
以
上
に
緊
密
に
ス
タ
ー
リ
ン
と
協
力
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
語
っ

た
。

私
自

身 、

正
確
な
資
料
が
な
い
の
で
判
断
は
避
け
た
い
が 、

毛
沢
東
が
中
国
全
土
に
勝
利
を
収
め
た
時
に

、

ス
タ
l
リ

ン
が
満
州
に
北
京
か
の
若
干
独
立
し
た
国
家
が
生
ま
れ
る
よ
う

助
長
し 、

か
っ
こ
れ
を
か
つ
て
満
州
国
に
属
し
て

い
た
外
モ
ン
ゴ
ル
の
よ
う

に
モ
ス
ク
ワ
の
衛
星
国
に
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
す
れ
ば 、

理
解
で
き
な
〈
も
な
い
で
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あ
ろ
う」

（『
北
京・
モ
ス
ク
ワ
』）

。

こ
の
周
到
な
記
述
の
な
か
か
ら 、
高
崩
事
件
に
つ
い
て
は、
中
国
圏
内
で
も
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
関
係
が
ほ
ぼ
暗

黙
の
う
ち
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る。
そ
し
て 、
ク
ラ
ウ
ス
・

メ
l
ネ
ル
ト

が
お
こ
な
っ

た
推
測
は、

今
日 、
さ
ら
に
数
多
〈

の
状
況
証
拠
や
未
公
開
資
料
に
よ
っ

て
裏
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ

た
の
で
あ
る
が 、
高

崩
事
件
と
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
関
係
は、
は
や
〈
か
ら
か
な
り一
般
的
に
推
測
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り 、
ま
た 、
中

国
共
産
党
の
公
式
文
献
の
な
か
に 、
そ
れ
を
に
お
わ
せ
る
よ
う
な
記
述
も
あ
っ

た
の
で
あ
る。
た
と
え
ば 、

九

五
六
年
の
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判」
に
関
連
し
て
中
国
共
産
党
が
発
表
し
た
有
名
な
論
文
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

独

わ
れ
た。
こ
の
反
党
同
盟
は、

「一
九
五
三
年
に
は
ま
た
高
属 、
鏡
激
石
の
反
党
同
盟
が
わ
が
党
内
に
あ
ら

国
内
お
よ
び
国
外
の
反
動
勢
力
を
代
表
し、
革
命
事
業
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
を
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裁
の
歴
史
的
経
験
に
つ
い
て」
は、

目
的
と
し
て
い
た」
（
『
人
民
日
報
』
一
九
五
六
年
四
月
五
日 、
傍
点 、
引
用
者）
と
述
べ
て
い
る。
こ
の
記
述

は
高
崩
事
件
が
た
ん
に
内
政
上
の
問
題
で
は
な
〈 、
国
際
的
関
連
を
有
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

が 、
東
北
を
舞
台
と
し
た
こ
の
事
件
で
「
国
外」
と
は
な
に
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う

か 。
右
の
論
文
が
発
表
さ

れ
た
時
点
で
中
国
共
産
党
は、

（
前
掲
論
文）

王
明
同
志
を
代
表
者
と
す
る
右
翼
日
和
見
主
義

当
時
は
ま
だ
「
王
明
同
志」
と
い
う

「
抗
日
戦
争
の
時
期
に
は
ま
た 、

の
誤っ
た
路
線
が
わ
が
党
内
に
あ
ら
わ
れ
た」

と
述
べ
て 、



表
現
を
用
い
て
い
た
が 、
一

貫
し
て
「
親
ソ
派
」
の
領
袖
で
あ
っ

た
王
朝
は、

昨
一

九
七
四
年
三
月 、

モ
ス
ク
ワ

で
客
死
し
て
い
る
。

筆
者
は、

そ
の
王
明
が
要
人
墓
地
と
し
ら
れ
る
モ
ス
ク
ワ
の
ノ
ボ
ラ
ヴ
ィ

チ
修
道
院
墓
地
に

手
厚
〈 、

し
か
も

「
要
人
」

と
し
て
墓
の
一

角
を
占
め
て
葬
む
ら
れ
て
い
る
現
場
に
立
ち 、

中
ソ
関
係
史
と
中
国

共
産
党
の
党
内
闘
争
史
と
の
微
妙
な
関
係
を
思
わ
ず
再
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
が 、

高
崩
事
件
は

、

も
し
も

そ
れ
が
成
功
す
れ
ば 、

き
わ
め
て
重
大
な
問
題
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
し 、

ま
た、

そ
の
よ
う
な
可
能
性
に
も
っ
と

も
肉
迫
し
た
事
件
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う 。

先
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

独
裁
の
歴
史
的
経
験
に
つ
い
て
」

論
文

が 、
高
崩

事
件
に
つ
き 、

「
も
し
も

党
中
央
委
員
会
が
い
ち
は
や
く
こ
れ
を
発
見
し
て 、

と
き
を
う

っ
き
ず
こ
の
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反
党
同
盟
を
打
ち
破
ら
な
か
っ

た
な
ら
ば 、

党
と
革
命
の
事
業
の
こ
う
む
る
損
失
は、

計
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う

」

（
『
人
民
日
報
』
一

九
五
六
年
四
月
五
日）

と
述
べ

、

毛
沢
東
自
身
も
同
じ
時
期
に
「
そ
う
で

な
け
れ
ば 、

高
闘
を
も
う

一

年
の
さ
ば
ら
せ
る
こ
と
に
な
り 、

そ
れ
は
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
お
そ
る
べ
き

こ
と
で
あ
っ

た
」

（
「
中
央
政
治
局
拡
大
会
議
で
の
講
話
」 、

一

九
五
六
年
四
月 、

『
毛
沢
東
思
想
万
歳
』
所
収
）

と
語
っ

て
い
る
。

そ
の
「
計
り
し
れ
な
い
損
失
」

や
「
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
お
そ
る
べ
き
こ
と
」

こ
そ、

ス
タ
ー
リ
ン
と
結
ん
だ
高
崩
が
北
京
に
「
親
ソ
政
権
」

を
樹
立
す
る
の
み
な
ら
ず、

そ
れ
を
拠
点
に
党
中
央
の
権

力
を
奪
取
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
は
な
か
っ

た
か

。

ス
タ
ー
リ
ン
の
企
図
と
行
動
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
し
て 、

こ
の



よ
う
な
「
陰
謀
」

を
支
援
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
に
難
〈
な
い

。

そ
れ
だ
げ
に

、

毛
沢
東
と
中
国
共
産
党
中

央
に
と
っ

て
は

、

高
崩
事
件
の
摘
発
が
急
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う

が 、

そ
れ
を
ソ
連
側
の
視
点
か
ら
見
れ
ば 、
、
ノ

連

と
の
協
力
関
係
の
強
化
に
よ
る
中
国
の
経
済
的
・

国
際
的
地
位
の
強
化
が 、

中
国
圏
内
の

H
国
際
主
義
者
。 、

ま
り
「
親
ソ
派
」

を
急
速
に
増
大
さ
せ 、

毛
沢
東
の
権
力
を
奪
い
か
ね
な
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ

た
と
み
な
さ

れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う

（
前
掲 、

v
・

グ
ル
l
ニ
ン
論
文 、

参
照）

。

と
こ
ろ
で 、

先
の
王
明
ら

「
親
ソ
派
」

幹
部
の
消
息
が
途
絶
え
た
の
は、

高
崩
事
件
以
後
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

お
り 、

田
量
は
こ
の
点
を 、

「
高
樹
・

鏡
激
石
の
失
脚
と
同
時
に

、

陳
紹
再
八
王
明
の
本
名

i

引
用
者
〉
お
よ

び
李
立
三
の
消
息
も
途
絶
え
た

。

こ
れ
は
必
ず
や
高
崩
・

鋭
激
石
事
件
と
関
連
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
」

（
前
掲 、

『
中
共
高
・

鏡
事
件
面
面
観
』
）

と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に

、

今
日
の
中
国
の
公
式
見
解
で
は、

す
で
に
見
た
よ
う

に
、

高
崩
事
件
に
は、

の
ち
に
「
三
面
紅
旗
」

政
策
や
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」

以
降
の
中
ソ
論
争
と
の
関
連
で
毛
沢
東
ら
と
対
立
し 、

「
修
正
主
義
者
」

、

「
フ

ル
シ
チ
ョ

フ
主
義
者
」

と
し
て
失
脚
し
て
い
っ

た
彰
徳
懐
ら
が
連
繋
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が 、

高
崩
事

件
が
彰
徳
懐
事
件
と
結
び
つ
げ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
が 、

高
樹
事
件
と
ソ
連
と
の
関
係
の
存
在
を

不
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う 。

こ
の
占m
で 、

フ
ル
シ
チ
ョ

フ
が
一

九
六
O
年
六
月
の
ブ
カ
レ
ス
ト

会
議

な
お 、

’つ
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で
、

た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
罪
を
得
た

「
高
闘
は

、

中
国
共
産
党
の
誤
っ

た
対
ソ
政
策
に
反
対
し
た
と
い
う 、

の
だ
」

と
語
っ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

（
口
。
〈
ド
凸
〉・
c
y
mv
H
H
O
ω
・

叶
吋H
O

ロ
ド
ω
白
いF
ω
ω
mH
H

O
H，

g
mv
H，
m
げ
mH
H

HU－
O
コ
伺

叶
O
HM
－

HH
C
O
H－

 叶
Y
O

C
H】
いF
コ
NH

ρ
c
mv
同
け
O
H
H
V1

0
0
け・
1
ロ
0
0
・

で
7

2
・
）

は
意
味
深
い

。

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
明
ら
か
な
よ
う
に

、

高
崩
事
件
は

、

き
わ
め
て
深
刻
か
つ
重
大
な
国
際
的
背
景
を
有
し
て

い
た
の
で
あ
る
が

、

こ
の
点
で
さ
ら
に
検
討
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
は

、

朝
鮮
労
働
党
内
部
に
お
げ
る
「
親

ソ
派
」

粛
清
事
件
と
の
関
連
で
あ
ろ
う
。

一

九
五
O
年
八
月

、

朝
鮮

一

部
に
は
す
で
に
知
ら

れ
て
い
る
よ
う
仁

、

労
働
党
内
部
で
は
南
労
党
の
指
導
者
と
し
て

、

ま
た
土
着
派
共
産
主
義
者
と
し
て
知
ら

れ
た
朴
憲
永
ら
が
粛
清
さ

れ

「
親
ソ
派
」

な
い
し
は

わ
れ
わ
れ
が
す
で

同
時
に

、

「
モ
ス
コ
ヴ
ィ
ッ

チ
」

の
許
嘉
誼
ら
も
粛
清
さ
れ
た

。

に
『

朝
鮮
戦
争
を
め
ぐ
る
中
ソ
閣
の
秘
め
ら

れ
た
対
立
』

（
一

九
七
五
年
一

月
）

に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に

、

ス
タ
ー
リ
ン
の
ア
ジ
ア
戦
略
と
の
関
連
を
も

有
し
て
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
は
一

九
五
三
年
三
月
の
ス
タ
ー
リ
ン
の

死
後、

周
年
六
月
に
ょ
う
や
〈

停
戦
に
到
っ

た
も
の
で
あ
り 、

北
朝
鮮
内

ま
さ
に
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
の
の
ち
に

、

部
で
許
嘉
誼 、

朴
憲
永
ら
の
粛
清
事
件
が
あ
り

、

中
国
で
は
高
崩
事
件
の
摘
発
へ
と
進
ん
で
ゆ
〈
こ
の
関
係
を
無

視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ゐ
ぅ。

李
承
燐 、

許
嘉
誼
ら
の
粛
清
事
件
と
ス
タ
ー
リ
ン
の

田
宣
は

、

朴
憲
永 、

死

高
崩
事
件
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
の
ち 、

高
崩
事
件
は
陳
紹
再
（
王
明
）

、

李
立
三

、

倶
志
高
ら
の
「
親
ソ
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派
」

幹
部
と
も
関
連
が
あ
っ

た
と
し
て 、

彼
ら
の
名
前
が
高
崩
事
件
で
表
面
に
出
き
れ
な
か
っ

た
の
は
国
際
関
係

に
及
ぶ
影
響
へ
の
配
慮 、

つ
ま
り
「
第
一
に
ソ
連
を
刺
激
す
る
こ
と
を
避
け 、

第
二
に
は、

中
共
と
ソ
連
と
の
あ

い
だ
の
各
種
の
角
逐
が
暴
露
さ
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ

た
」

（
前
掲 、

「
高
・

鏡
『
反
黛
聯
盟
』
始
末
」

と
推
測
し
て
い
る
。

中
ソ
の
一

枚
岩
的
団
結
と
社
会
主
義
陣
営
の
強
化
が
叫
ば
れ

ア
ジ
ア
の
冷
戦
下
に
あ
っ

て 、

て
い
た
当
時
の
国
際
環
境
の
な
か
で
は、

い
わ
ば
当
然
の
帰
結
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う 。

以
上
の
よ
う
な
状
況
と
当
時
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
絶
対
的
権
威
お
よ
び
中
ソ
両
国
間
の
当
時
の
力
関
係
を
顧
み
る

な
ら
ば 、

高
崩
事
件
の
摘
発
が
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
を
ま
っ

て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ

た
事
情
を
十
分
に
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

高
樹
と
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
結
び
つ
き
が
強
か
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う

が 、

ス
タ
ー
リ
ン
の
危
篤
に

際
し
て
は、

毛
沢
東
は
高
崩
を
伴
っ

て
在
北
京
ソ
連
大
使
館
を
見
舞
に
訪
れ 、

ス
タ
ー
リ
ン
死
後
北
京
で
お
こ
な

わ
れ
た
「
ス
タ
ー
リ
ン
追
悼
会
主
席
団
」

の
名
簿
で
は
高
闘
は
劉
少
奇
よ
り
も
先
に
第
三
位
に
名
前
を
連
ね
て
い

た
（
前
掲 、

許
冠
三
「
『
高
・

鏡
反
黛
聯
盟
』
原
委
〈
上
〉
」
）

。

だ
が
そ
の
高山
岡
に
た
い
し
て
毛
沢
東
は
五
三

年
十
二
月
二
十
四
日 、

ベ
リ
ア
が
ソ
連
の
最
高
法
院
で
正
式
に
断
罪
さ
れ
た
そ
の
同
じ
日
に
党
中
央
政
治
局
会
議

で
警
告
を
発
し 、

「
党
の
団
結
強
化
に
か
ん
す
る
決
議
」
へ
の
建
議
を
お
こ
な
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
高
樹

摘
発
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る 。
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で
は、

そ
の
よ
う

に
高
崩
と
関
連
の
あ
っ

た
ス
タ
ー
リ
ン
は、

ど
の
程
度
ま
で
本
格
的
に
高
崩
ら
を
支
援
し
た

の
で
あ
ろ
う

か
。

毛
沢
東
は、

ス
タ
ー
リ
ン
と
高
闘
と
の
個
人
的
関
係
に
つ
い
て
一

度
だ
り
言
及
し
て 、

「
ス
タ
ー
リ
ン
は
高
闘

を
大
変
ほ
め
あ
げ
て 、

わ
ざ
わ
ざ
車
を
一

台
贈
っ

た
」

（
「
成
都
会
議
で
の
講
話
」

、
一

九
五
八
年
三
月 、

『
毛

沢
東
思
想
万
歳
』
）

と
述
べ
て
い
る
が 、

中
国
革
命
の
勝
利
者
と
し
て
の
毛
沢
東
を
モ
ス
ク
ワ
に
迎
え
た
と
き 、

ス
タ
ー
リ
ン
に
は、

毛
沢
東
を
ま
え
に
し
て 、

や
は
り
迷
い
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う 。
当

時 、

東
北
に
い
た
一

中

国
人
は、

東
北
で
高
崩
が
ど

の
よ
う
な
評
判
で
あ
っ

た
か
を
綴
っ

た
文
章
の
な
か
で

、

事
が
う
ま
〈

運
ば
な
か
っ

た
際
に
た
い
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
日
和
見
的
な
態
度
を
示
唆
し
た
の
ち 、

「
も
し
も
ス
タ
ー
リ
ン
が
も
っ
と
果
断

-42 -

で
あ
れ
ば 、

高
崩
は
と
っ
〈
に
『
東
北
王
』
に
成
っ

た
で
あ
ろ
う

」

（
前
掲 、

余
逸
楽
「
東
北
人
説
高
山間
」
）

と

述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ス
タ
ー
リ
ン
の
態
度
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
な
証
言
が
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
の
回
想
で
あ

ろ
う 。

フ
ル
シ
チ
ョ

フ
は

、

駐
中
国
大
使
で
あ
り 、

情
報
将
校
で
も
あ
っ

た
パ
ニ
ュ
l

シ
キ
ン
が
高
闘
と
接
触
し

て
い
た
と
き
の
報
告
を
モ
ス
ク
ワ
を
訪
れ
た
毛
沢
東
に
ス
タ
ー
リ
ン
が
示
し
た
と
し
て 、

「
ス
タ
ー
リ
ン
は
毛
の

信
頼
と
友
情
を
得
る
こ
と
を
決
意 、

こ
の
た
め
彼
は
パ
ニ
ュ
l

シ
キ
ン
と
高
闘
と
の
会
談
に
つ
い
て
の
報
告
を
取

り
上
げ 、

そ
れ
を
毛
に
手
渡
し
て
言
っ

た、

『
ご
ら
ん
な
さ
い

、

こ
れ
を
読
ん
だ
ら
興
味
を
感
じ
る
か
も
し
れ
ま



せ
ん。
』
ス
タ
ー
リ
ン
の
肢
の
中
を
知
る
の
は、

た
だ
神
の
み
で
あ
る
」

と
回
想
し
て
い
る

『
フ
ル
シ

（
前
掲 、

チ
ョ

フ
最
後
の
遺
言
』
）

。

も
し
も 、

こ
の
事
実
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば 、

ス
タ
ー
リ
ン
の
意
図
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か 、

様
々

な
推
測
が
可
能
で
あ
ろ
う
し 、

「
な
ぜ
ス
タ
l

フ
ル
シ
チ
ョ

フ
自
身 、

こ
の
点
を
次
の
よ
う

に
推
測
し
て
い
る 。

リ
ン
は
高
崩
を
裏
切
っ

た
か
？

そ
れ
は，
彼
独
得
の
邪
推
深
さ
に
よ
る
も
の
と
私
は
思
う 。

彼
の
計
算
に
よ

れ
ば 、

早
晩
毛
は
高
嗣
が
彼
に
情
報
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
自
分
で
知
る
で
あ
ろ
う
し

i

も
し
も
そ
う
な
れ

ば 、

毛
は
ス
タ
ー
リ
ン
を
中
共
政
府
へ
の
妨
害
を
挑
発
し
た
と
し
て
そ
の
責
任
を
問
う
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
う

の

で
あ
っ

た。

そ
こ
で
ス
タ
ー
リ
ン
は
高
闘
を
犠
牲
に
上
げ 、

そ
れ
に
よ
っ

て
毛
の
信
頼
を
か
ち
取
る
の
が
賢
明
だ

と
考
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し 、

私
は
毛
は
決
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
を
信
用
し
て
い
な
か
っ

た
と
思
う

」

（
『
フ
ル

シ
チ
ョ

フ
最
後
の
遺
言
』
）

。

い
ず
れ
に
せ
よ 、

当
時
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
行
動
は
い
か
に
も
ス
タ
ー
リ
ン
ら
し
い

選
択
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
な
く
は
な
い

。

と
も
あ
れ 、

毛
沢
東
に
と
っ

て
幸
い
な
こ
と
に 、

ス
タ
ー
リ
ン
は
一

九

五
三
年
三
月
に
死
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
こ
そ、

高
樹
ら
の
末
路
を
決
定
づ
け
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
は
疑
い
な
い

。

こ
の
よ
う

に
高
崩
事
件
は

、

中
ソ
関
係
史
と
中
ソ
対
立
の
歴
史
的
構
造
の
な
か
に
深
〈

組
み
込
ま
れ
た
重
大
な
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歴
史
的
事
件
で
あ
つ

た
と
い
え
る
の
で
あ
る 。
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